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新　　 年

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

　

昨
年
10
月
、
市
の
地
方
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま

し
た
。
目
的
は
、
人
口
減
少
対
策
で
す
。

　

豊
岡
市
の
人
口
は
、
今
後
際
限
な
く
減
少
し
て
い
く

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な
要
因
は
、
高
校
卒

業
時
の
都
市
部
へ
の
転
出
が
多
く
、
大
学
卒
業
時
に
そ

の
35
％
程
度
し
か
回
復
し
な
い
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

市
の
戦
略
は
、
こ
の
若
年
層
対
策
が
柱
で
す
。

　

な
ぜ
若
い
人
た
ち
は
帰
っ
て
こ
な
い
の
か
。「
経
済

的
、
文
化
的
に
豊
岡
は
貧
し
い
」と
い
う
強
い
イ
メ
ー

ジ
が
若
い
人
た
ち
に
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　

豊
岡
は
本
当
に
貧
し
い
の
か
？
つ
な
が
り
が
希
薄
で

空
虚
な
都
市
の
暮
ら
し
に
比
べ
、
豊
岡
に
は
都
市
と
は

別
の
価
値
観
に
基
づ
く
豊
か
さ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ

と
を
ま
ず
訴
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
若
い
人
た
ち
の
受
け
皿
と
し
て
の
仕
事

も
重
要
で
す
。
豊
岡
に
は
働
く
所
が
な
い
と
思
っ
て
い

る
人
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、「
知
ら
な
い
」の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
企
業
で
は
な
く
て
も
日
本
や
世
界

で
輝
く
企
業
が
豊
岡
に
も
あ
り
ま
す
。

　

豊
岡
な
ら
で
は
の
仕
事
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
カ

バ
ン
の
製
造
出
荷
額
は
、
平
成
25
年
、
5
年
ぶ
り
に

1
0
0
億
円
台
を
回
復
し
、
そ
の
翌
年
は
1
1
2
・

8
億
円
に
伸
び
ま
し
た
。
豊
岡
は
日
本
の
カ
バ
ン
生
産

を
リ
ー
ド
し
始
め
て
い
ま
す
。

　

大
都
市
に
い
な
く
て
も
で
き
る
仕
事
も
増
え
て
き
ま

し
た
。
今
や
、
パ
ソ
コ
ン
が
あ
れ
ば
日
本
や
世
界
を
相

手
に
で
き
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
都
市
と
同
じ
仕
事

が
で
き
る
な
ら
、
仕
事
以
外
で
豊
か
な
豊
岡
の
方
が
い

い
、
と
い
う
人
々
も
い
る
は
ず
で
す
。

　

さ
ら
に
新
た
な
可
能
性
が「
ロ
ー
カ
ル
＆
グ
ロ
ー
バ

ル
」に
あ
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
で
世
界
は

急
速
に
同
じ
顔
に
な
り
、
文
化
的
な
魅
力
を
失
い
つ
つ

あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
意
識
し
て
ロ
ー
カ
ル
で
あ

る
こ
と
、
地
域
固
有
で
あ
る
こ
と
が
世
界
で
輝
く
チ
ャ

ン
ス
と
な
っ
て
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
城
崎
温
泉
を
中
心
に
外
国
人
宿
泊
客
が
急

増
し
、
年
間
2
万
人
以
上
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
ミ
ラ
ノ
万
博
で
大
人
気
の
日
本
館
で
流
さ
れ

た
映
像
の
シ
ン
ボ
ル
は
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
で
し
た
。
そ
の

フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
6
カ
月
の
期
間
中
提
供
さ
れ
た
お
米

は
、
す
べ
て
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
で
、
高
い
評
価
を

得
ま
し
た
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の
ミ
ラ
ノ
へ
の
輸

出
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

永
楽
館
歌
舞
伎
は
圧
倒
的
人
気
と
な
り
、
城
崎
国
際

ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
は
、
世
界
中
か
ら
優
れ
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
や
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ロ
ー
カ
ル
＆
グ
ロ
ー
バ
ル
の
路
線
は
、
世
界
の
人
々

を
惹ひ

き
つ
け
、「
豊
岡
は
貧
し
く
て
つ
ま
ら
な
い
」と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
大
き
く
変
え
ま
す
。

　

人
口
減
少
の
圧
力
は
あ
ま
り
に
大
き
く
、
圧
倒
的
に

不
利
な
闘
い
で
す
。
し
か
し
、
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
す
。

今
年
も
お
互
い
力
を
合
わ
せ
て
、
豊
岡
の
未
来
を
切
り

拓ひ
ら

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

豊岡市長　中　貝　宗　治

ロ
ー
カ
ル 

＆ 

グ
ロ
ー
バ
ル

年頭のご　　あいさつ
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〔写真：水田とコウノトリ〕

新　　 年

　

市
民
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
は「
申さ

る

年
」で
す
。
も
と
も
と
干え

支と

の

十
二
支
は
か
つ
て
中
国
で
農
業
を
行
う
際
に
暦
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
農
業
用
語
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
の「
申
」は
十
二
支
の
9
番
目
に
な
り
ま
す
が
、

そ
の
意
味
は「
の（
伸
）ば
す
」で
、
草
木
が
十
分
に
伸
び

き
っ
た
時
期
で
、
実
が
成
熟
し
て
香
り
と
味
が
そ
な
わ

り
、
固
く
殻
に
覆
わ
れ
て
い
く
時
期
を
い
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
岡
市
は
合
併
か
ら
10
年
を
経
過
し
、
ま
さ
に「
申

年
」の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
10
年

で
築
い
て
き
た
礎
を
糧
に
、
さ
ら
な
る
10
年
20
年
30
年

へ
と
豊
岡
の
新
た
な
挑
戦
が
始
ま
り
ま
す
。
少
子
高
齢

化
・
人
口
減
少
な
ど
地
方
は
、
地
域
は
重
大
な
問
題
を

抱
え
る
中
で
、
し
っ
か
り
と
市
民
の
皆
様
と
向
き
合
い
、

共
に
考
え
、
共
に
実
践
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が

あ
り
ま
し
た
。
台
風
18
号
の
影
響
で
関
東
・
東
北
地
方

の
各
地
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
豪
雨
災
害
や
口

く
ち
の

永え

良ら

部ぶ

島じ
ま

新し
ん

岳だ
け

の
噴
火
、
大
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
の

驚
異
に
、
さ
ら
に
は
パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ
が
発
生
し
、

テ
ロ
脅
威
に
、
そ
れ
ぞ
れ
翻ほ

ん

弄ろ
う

さ
れ
て
き
た
１
年
で
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
暗
い
こ
と
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
中
が
歓
喜
に
沸
い
た
ラ

グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
の
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
大

躍
進
な
ど
明
る
い
話
題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

日
本
全
体
が
人
口
減
少
時
代
に
入
り
、
地
方
は
国
と

一
緒
に
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
対
策
を
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
豊
岡
市
で
は
人
口
減
少
対
策

と
し
て
若
年
層
を
対
象
に
転
出
の
抑
制
と
転
入
お
よ
び

結
婚
の
促
進
に
重
点
を
置
い
た
有
効
な
方
策
を
検
討
し

事
業
を
展
開
さ
せ
て
い
く
、
今
年
は
、
ま
さ
に
地
方
創

生
戦
略
の
元
年
と
い
え
ま
す
。
地
方
創
生
は
、
自
身
が

生
活
を
す
る
ま
ち
や
地
域
を
大
切
に
、
大
事
に
思
う
人

た
ち
が
多
く
集
い
、
行
動
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。

未
来
に
向
か
っ
て「
明
る
く
元
気
に
前
向
き
に
」皆
さ
ん

と
共
に
愛
し
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま

い
り
ま
し
ょ
う
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
ペ
ア
を
組
み
、
卵
を
生
み
、
赤
ち
ゃ

ん
を
育
て
る
季
節
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
厳
し

い
豊
岡
の
自
然
の
中
で
、
卵
や
ヒ
ナ
を
慈
し
む
姿
を
見

る
に
つ
け
、
い
の
ち
の
尊
さ
を
気
付
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
自
然
豊
か
な
風
景
を
子
や
孫
に
残
し
て
い
く
の
が

我
々
の
責
務
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
市
議
会
と
し
て
も
、

市
民
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

「
コ
ウ
ノ
ト
リ
悠
然
と
舞
う
ふ
る
さ
と
」を
目
指
し
、
市

民
福
祉
の
一
層
の
向
上
と
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え

る
議
会
活
動
遂
行
の
た
め
、
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ

て
幸
せ
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し

あ
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

豊岡市議会議長　椿 野 仁 司

愛
し
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
邁ま

い

進し
ん

年頭のご　　あいさつ
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●｢城崎町湯島大
たい
火
か
｣発生（１月３日）

平成27年
豊岡市政10大ニュース（日付順）

《問合せ》秘書広報課☎23-1114

発表！

　午前５時50分、城崎温泉街で大火が発生しました（全焼８棟、
半焼４棟、水損14棟、被災世帯20世帯、死者２人、焼損約2,200平
方メートル）。市では５日、城崎町湯島大火災害対策本部を設置し、
復興に取り組んでいます。木造３階建ての伝統的町並みは、城崎
にとって大切な財産です。耐火・耐震などの防災対策をさらに充
実させ、市民や観光客の安全・安心を確保するため、市歴史的建
造物保存活用検討委員会を中心に具体的方策を検討しています。

　３月24日に森本中学校の閉校式を、４月７日に竹野中
学校との統合式を行いました。昭和22年の開校以来68年
間、地域の教育の場として社会に大きく貢献してきた森
本中学校が、その歴史に幕を降ろしました。

●市立森本中学校が閉校
　市立竹野中学校に統合（３月24日、４月７日）

　平成25年11月４日に整備工事に着手した｢但馬こうのとり周
産期医療センター｣がオープンしました。低体重児などのハイ
リスク出産に対応するため、新生児集中治療室（NICU）や回復
治療室（GCU）などを設置。公立豊岡病院組合では、但馬地域の
産科を守り、周産期医療を充実させています。

●ハイリスク出産に対応
　｢但馬こうのとり周産期医療センター｣オープン

（１月12日）

　新市誕生10周年を記念し、市役所市民広場で記念式典を開催。
表彰やステージイベント、市民みんなによる風船上げを行いまし
た。市道大開一日市線では伝統芸能などを披露する｢市民みんなの
パレード｣を開催。東京ディズニーリゾート・スペシャルパレード
が華を添え、約２万３千人の市民らでお祝いしました。

●新豊岡市誕生10周年記念
　｢式典・市民みんなのパレード｣開催（４月18日）

▲式典・市民みんなによる風船上げ ▲市民みんなのパレード

▲閉校式・校歌斉唱

提供：兵庫県消防防災航空隊
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　北近畿豊岡自動車道の豊岡北（新堂）・豊岡南（上佐野）間の約
７kmの都市計画が決定しました。同道路は、本市と丹波市の約
70kmを結ぶ高規格幹線道路で、日高（日高町祢

にょう
布）までは、平成

28年度に供用開始の予定です。

●｢北近畿豊岡自動車道（豊岡北～南）都市計画｣決定
（６月23日）

　人口の将来展望をまとめた｢豊岡市人口ビジョン｣を策定。ま
た、人口減少のスピードを和らげる（量的緩和）とともに、その対
策を通して自信と誇りに満ちた地域を創る（質的転換）ことで、将
来、人口減少下にあっても地域活力を維持できるよう、５年間に
取り組むべきことをまとめた｢豊岡市地方創生総合戦略｣を策定し
ました。移住・定住や結婚・多子出産を促進します。８月８日には、
豊岡市移住戦略プロジェクト｢T

ト ヨ オ カ ム
OYOOCOME！｣が始動しました。

●人口減少対策｢豊岡市人口ビジョン｣
　｢豊岡市地方創生総合戦略｣策定（10月30日）

　５～10月に開催されたミラノ国際博覧会で、コウノトリ育むお
米や豊岡の観光をPRしました。日本館ではコウノトリをメーン展
示で紹介。フードコートのお米は全てコウノトリ育むお米が使わ
れました。７月15日には、パリ外国人記者協会（フランス）で豊岡
をＰＲしました。また、コウノトリ育むお米の海外市場での販路
開拓の取組みを、ニューヨーク（米国）やミラノ、シンガポールで
スタートさせました。

●ミラノ国際博覧会で豊岡をPR（７月16～17日･イタリア）

　本市で初の市民総参加訓練を実施しました。港中学校では関
係機関と共に震災総合防災訓練を実施。５月23日には｢後世に
伝えること｣と題して、講演や戯曲朗読、写真の展示などを行
いました。

●北但大震災90年メモリアル事業
　｢市民総参加訓練（防災訓練）｣初実施（８月30日）

　９月16～20日、日本で初開催となる｢第４回アジア太平洋
ジオパークネットワーク山陰海岸シンポジウム｣が、本市や
鳥取市をメーン会場に開催されました。アジア各国のジオ
パーク関係者等が、ジオパークの現状や課題を共有し、今
後のあるべき姿を探りました。11月17日には、世界ジオパー
クネットワークの活動が、ユネスコの正式事業になりました。

●｢第４回アジア太平洋ジオパークネットワーク
（APGN）　山陰海岸シンポジウム｣開催

▲開会式（９月17日・市民会館）

　日本の自然界でコウノトリが絶滅してから34年の月日を経て、
平成17年９月、コウノトリは再び私たちの町の空を舞いました。
この７月には、県外（千葉県野田市）で初のコウノトリ放鳥（10
月・福井県越前市で放鳥）、９月には国外（韓国禮

イエ
山
サン
郡）で初の

コウノトリ放鳥。豊岡での放鳥から10年、コウノトリも住める
環境づくりの輪が、日本中に、そして世界に広がっています。

●コウノトリ放鳥10周年（９月24日）

▲平成17年の放鳥



●
1
月

3
日
・「
城
崎
町
湯
島
大た
い

火か

」発
生

11
日
・「
豊
岡
市
成
人
式
」開
催

12
日
・「
但
馬
こ
う
の
と
り
周
産
期
医
療

セ
ン
タ
ー
」オ
ー
プ
ン

13
日
・
友
好
親
善
都
市「
韓
国
慶キ
ョ
ン
ジ
ュ州
市
訪

問
団
」受
入
れ（
〜
15
日
）

22
日
・「
地
域
再
生
計
画
」認
定
〔
同
日
・

認
定
書
授
与
式（
総
理
官
邸
）〕

30
日
・「
全
国
定
住
自
立
圏
構
想
推
進
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
催

●
2
月

8
日
・「
八
条
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
専
門

施
設
」完
成

12
日
・
韓
国
か
ら
招
く「
コ
ウ
ノ
ト
リ
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」実
施（
〜
14
日
）

19
日
・「
観
正
寺
庭
園（
気
比
）」が
県
指
定

文
化
財
に

25
日
・「
タ
イ
国
際
旅
行
フ
ェ
ア
」出
展（
〜

3
月
1
日
）

●
3
月

6
日
・
豊
岡
稽
古
堂
塾
第
1
期
生
研
究
発

表
会

24
日
・「
森
本
中
学
校
」閉
校
式

27
日
・
豊
岡
市
名
誉
市
民
条
例
施
行
規
則

制
定
・
名
誉
市
民
章
の
デ
ザ
イ
ン

決
定

29
日
・「
竹
野
子
ど
も
体
験
村
」オ
ー
プ
ン

31
日
・
シ
カ
捕
獲
拡
大
実
施
計
画　

目
標

6
5
0
0
頭
達
成

●
4
月

1
日
・
市
芸
術
文
化
参
与
に
平
田
オ
リ
ザ

さ
ん
就
任

　
　

・「
健
康
・
環
境
ポ
イ
ン
ト
制
度
」ス

タ
ー
ト

　
　

・「
豊
岡
市
地
域
防
災
計
画
」改
訂

　
　

・「
豊
岡
市
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
」

設
置（
12
月
2
日
・
移
転
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
）

2
日
・
地
域
振
興
な
ど
に
専
門
的
知
識
を

有
す
る「
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
」

活
動
開
始

7
日
・「
竹
野
中
学
校
」統
合
式

15
日
・
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
表
敬

訪
問

　
　

・
ナ
ガ
イ
パ
ッ
ク
プ
ラ
ン
㈱
・
セ
ッ

ツ
カ
ー
ト
ン
㈱
と「
災
害
発
生
時

に
お
け
る
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
品
の
調

達
に
関
す
る
協
定
」締
結

　
　

・
ウ
ィ
ッ
ト
マ
ン
中
学
校
国
際
交
流

体
験
学
習
使
節
団
来
訪（
〜
20
日
）

18
日
・「
新
豊
岡
市
誕
生
10
周
年
記
念
式

典
」開
催

　
　

・「
市
民
み
ん
な
の
パ
レ
ー
ド
」開
催

20
日
・「
第
1
回
豊
岡
市
総
合
教
育
会
議
」

開
催（「
豊
岡
市
教
育
の
振
興
に
関

す
る
施
策
の
大
綱
」策
定
）

23
日
・「
春
季
市
政
懇
談
会
」開
催（
〜
5

月
8
日
・
市
内
6
会
場
）

27
日
・「
豊
岡
消
防
署
城
崎
分
署
」開
署
式

●
5
月

12
日
・
モ
デ
ル
5
校
で
平
田
オ
リ
ザ
さ
ん

の「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
教
育

推
進
事
業
」実
施（
〜
6
月
1
日
）

平
成
27
年

豊
岡
市「
1
年
の
歩
み
」

▲モデル校での平田オリザさんの授業

▲城崎温泉ダンス旅

▼市民みんなのパレード

▲コウノトリ育む農法で
　ポット成苗の無農薬栽培 ▲全国街並みゼミ豊岡大会
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15
日
・「
第
1
回
豊
岡
市
地
方
創
生
戦
略

会
議
」開
催

21
日
・「
国
連
生
物
多
様
性
の
日
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」で
市
長
講
演（
韓
国
）

23
日
・
北
但
大
震
災
90
年
メ
モ
リ
ア
ル
事

業「
後
世
に
伝
え
る
こ
と
」実
施

（
8
月
30
日
・
初
の
市
民
総
参
加

訓
練
、震
災
総
合
防
災
訓
練
実
施
）

27
日
・「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
2
0
1
5
」参

加

　
　

・
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
で「
ポ
ッ

ト
成
苗
の
無
農
薬
栽
培
」田
植
え

ス
タ
ー
ト

28
日
・「
豊
岡
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
基
本
方
針
」策
定

●
6
月

上
旬
・
出
石
藩
の
名
主
だ
っ
た
家
で「『
木

下
藤
吉
郎
』名
の
最
後
の
文も
ん

書じ
ょ

」発

見

12
日
・「
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
豊
岡
大
会
」開

催（
〜
14
日
）

17
日
・「
市
長
の
特
別
授
業
」実
施（
〜
11

月
18
日
・
全
10
中
学
校
）

　
　

・「
八
条
小
学
校
プ
ー
ル
」完
成（
19

日
・
奈
佐
小
学
校
で
完
成
）

19
日
・
但
馬
国
分
寺
跡
の
一
部
が
国
史
跡

に
追
加
指
定

21
日
・「
第
35
回
兵
庫
神
鍋
高
原
マ
ラ
ソ

ン
全
国
大
会
」開
催

23
日
・「
北
近
畿
豊
岡
自
動
車
道（
豊
岡
北

〜
南
）都
市
計
画
」決
定

●
7
月

10
万
人
達
成

10
日
・「『
と
よ
お
か
家
族
の
日
』ロ
ゴ
マ

ー
ク
・
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
」決
定

14
日
・「
但
馬
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
」変
更

17
日
・「
第
4
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
ジ
オ
パ

ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
A
P
G
N
）

山
陰
海
岸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」開
会

24
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
10
周
年

●
10
月

1
日
・
第
1
回
「
職
場
対
抗
〝
歩あ
る

キ
ン

グ
〞
選
手
権
」開
催（
〜
31
日
）

　
　

・
介
護
保
険
の
新
し
い
地
域
支
援
事

業「
支
え
合
い
サ
ー
ビ
ス
」開
始

　
　

・
小
中
一
貫
教
育
プ
レ
体
験「
ハ
ッ

ピ
ー
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
合

橋
･
高
橋
･
資
母
小
学
校
、
但
東

中
学
校
）」実
施（
〜
6
日
）

2
日
・「
モ
ン
ゴ
ル
国
友
好
訪
問
団
」受
入

れ（
〜
7
日
）

15
日
・「
下
水
道
使
用
料
改
定
市
民
説
明

会
」開
催（
〜
24
日
･
市
内
6
会

場
）

19
日
・「
秋
季
市
政
懇
談
会
」開
催（
〜
11

月
16
日
・
市
内
6
会
場
）

　
　

・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ー
ツ
・
ツ
ー

リ
ズ
ム「
城
崎
温
泉
ダ
ン
ス
旅
」開

催（
〜
22
日
）（
24
日
・「
ダ
ン
サ
ー

を
探
せ
!! 

in 

城
崎
温
泉
」開
催
）

23
日
・
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
先
進

的
な
取
組
み
を
表
彰
す
る「『
プ
ラ

チ
ナ
大
賞
』で
優
秀
賞
」受
賞

1
日
・「
豊
岡
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
」

発
売（
9
日
・
追
加
発
売
）

　
　

・
県
道
日
高
竹
野
線「
竹
野
新
橋
」開

通

15
日
・
パ
リ
外
国
人
記
者
協
会
で
市
長
が

豊
岡
市
を
P
R（
フ
ラ
ン
ス
）

16
日
・「
2
0
1
5
年
ミ
ラ
ノ
国
際
博
覧

会
」で
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
や

豊
岡
の
観
光
を
P
R（
〜
17
日
･

イ
タ
リ
ア
）

18
日
・
玄
武
洞
･
青
龍
洞
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

イ
ベ
ン
ト「
Lラ
ン

プ

U
M
P
」開
催（
〜

20
日
）

　
　

・
N
ノ

モ

O
M
O
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

が
都
市
対
抗
野
球
大
会「
地
域
の

元
気
奨
励
賞
」受
賞

23
日
・
県
外（
千
葉
県
野
田
市
）で
初
の
コ

ウ
ノ
ト
リ
放
鳥（
10
月
3
日
・
福

井
県
越
前
市
で
放
鳥
）

●
8
月

1
日
・「
わ
な
猟
に
よ
る
シ
カ
捕
獲
専
任

班
」新
設

8
日
・
豊
岡
市
移
住
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
「
T
ト

ヨ

オ

カ

ム

O
Y
O
O
C
O
M
E
！
」始
動

　
　

・「
植
村
直
己
を
語
る
会
」開
催

24
日
・「
城
崎
芸
術
夏
季
大
学
2
0
1
5
」

開
講（
28
日
、
9
月
18
日
）

●
9
月

2
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
式
典
と
国
際
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
参
加（
〜
3
日
・
韓

国
）

6
日
・「
神
鍋
温
泉
ゆ
と
ろ
ぎ
」入
館
者

26
日
・
但
馬
國
出
石
観
光
協
会
が「
着
物

レ
ン
タ
ル
事
業
」ス
タ
ー
ト

30
日
・
人
口
減
少
対
策「
豊
岡
市
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」「
豊
岡
市
地
方
創
生
総
合

戦
略
」策
定

　
　

・「
第
66
回
豊
岡
市
美
術
展
」開
催（
〜

11
月
3
日
）

●
11
月

1
日
・
外
国
人
観
光
客
向
け「
Wワ
イi-

Fファ
イi

サ
ー
ビ
ス
」ス
タ
ー
ト

　
　

・「
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
設
備
」

運
用
開
始

2
日
・
欧
州
最
大
規
模
の
旅
行
博

「
W
T
M
2
0
1
5
」出
展（
〜
6

日
･
英
国
）

4
日
・「
出
石
家
老
屋
敷
」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

10
日
・
子
ど
も
た
ち
が
豊
岡
で
世
界
と
出

会
う
音
楽
祭「
第
2
回
お
ん
ぷ
の

祭
典
」開
催（
〜
15
日
）

13
日
・
仲
田
光
成
記
念「
第
15
回
豊
岡
全

国
か
な
書
展
」開
催（
〜
15
日
）

17
日
・
城
崎
温
泉
街
の
橋き
ょ
う

梁り
ょ
う

な
ど
13
件
が

国
登
録
有
形
文
化
財
に

18
日
・
4
月
か
ら
の「
コ
ウ
ノ
ト
リ
豊
岡

寄
付
金
」が
1
億
円
を
突
破

22
日
・「
2
0
1
5
日
本
冒
険
フ
ォ
ー
ラ

ム
」開
催（
明
治
大
学
）

●
12
月

9
日
・「
交
通
関
係
環
境
保
全
優
良
事
業

者
等
大
臣
表
彰
」受
賞

15
日
・「
女
性
い
き
い
き
ト
ー
ク
」開
催（
〜

1
月
12
日
・
市
内
6
会
場
）
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▲市長の訓示を受ける除雪隊員

▲除雪車両の試運転

広報とよおか 2016（平成28）年1月号　 8

行
わ
れ
、
山
本
順
三
国
土
交
通
副

大
臣
か
ら
、
齋
藤
副
市
長
に
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ね
8
時
30
分
ま
で
に
、
市
と
委
託

業
者
の
除
雪
車
両
、
合
わ
せ
て

1
7
0
台
で
道
路
の
通
行
を
確
保

し
ま
す
。

　

除
雪
延
長
は
、
約
7
3
0
㎞
で
、

本
市
か
ら
岩
手
県
花
巻
市
ま
で
の

直
線
距
離
に
相
当
し
ま
す
。

　

市
長
は「
吹
雪
の
中
を
、
行
き

交
う
人
々
の
姿
に
思
い
を
寄
せ
て
、

丁
寧
に
、
確
実
に
、
そ
し
て
迅
速

に
作
業
に
当
た
っ
て
ほ
し
い
」と

除
雪
隊
員
を
激
励
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
隊
員
ら
は
、
除
雪
車

両
の
試
運
転
を
行
い
、
3
月
31
日

ま
で
の
長
い
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、

準
備
を
整
え
ま
し
た
。

　

12
月
1
日
、
本
格
的
な
降
雪

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
降
雪
時
の
道

路
除
雪
体
制
を
整
え
る
た
め
、
市

役
所
防
災
公
園
北
側
の
駐
車
場
で
、

豊
岡
市
除
雪
隊
発
隊
式
を
行
い
ま

し
た
。

　

発
隊
式
に
は
、
本
庁
の
除
雪
隊

員（
都
市
整
備
部
職
員
）約
60
人
が

参
加
し
、
ず
ら
り
と
並
ん
だ
除
雪

車
の
前
で
、
中
貝
市
長
か
ら
訓
示

を
受
け
ま
し
た
。

　

本
市
の
除
雪
の
出
動
基
準
は
、

積
雪
深
が
15
㎝
以
上
。
原
則
午
前

4
時
に
作
業
を
開
始
し
、
お
お
む

〜
降
雪
シ
ー
ズ
ン
到
来
！
〜

 
豊
岡
市
除
雪
隊
発
隊
式
を
挙
行

〜「
e
通
勤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
環
境
保
全
〜

国
土
交
通
大
臣
表
彰
を
受
賞

〜
全
国
か
ら
豊
岡
を
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
〜

コ
ウ
ノ
ト
リ
豊
岡
寄
付
金 

1
億
円
突
破

　

環
境
保
全
の
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
顕
著
な
功
績
の
あ
っ

た
事
業
者
な
ど
に
贈
ら
れ
る「
交

通
関
係
環
境
保
全
優
良
事
業
者
等

国
土
交
通
大
臣
表
彰
」を
本
市
が

受
賞
し
ま
し
た
。

　

全
国
で
9
者
が
受
賞
し
、
本
市

は
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
公
共

交
通
機
関
の
利
用
促
進
を
目
的
と

し
た「
e
通
勤
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

継
続
的
に
展
開
し
て
い
る
こ
と
な

ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
9
日
、
国
土
交
通
省（
東

京
都
千
代
田
区
）で
、
表
彰
式
が

　

昨
年
12
月
に
、
寄
付
謝
礼
品
な

ど
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た「
コ
ウ

ノ
ト
リ
豊
岡
寄
付
金（
ふ
る
さ
と

納
税
）」。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
以
降
、

全
国
の
方
か
ら
、
多
く
の
寄
付
を

い
た
だ
い
て
ま
す
。
11
月
18
日
に

は
、
平
成
27
年
度
の
累
計
額
が
、

1
億
円
を
超
え
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
豊
岡

市
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
大

切
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

《平成27年度コウノトリ豊岡寄付金累計額》
（11月30日現在）

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
11
月
】

10
日
・
子
ど
も
た
ち
が
豊
岡
で
世
界
と

出
会
う
音
楽
祭「
お
ん
ぷ
の
祭

典
」（
〜
15
日
）

13
日
・
仲
田
光
成
記
念
豊
岡
全
国
か
な

書
展（
〜
15
日
）

　
　

・
南
三
陸
町（
宮
城
県
）佐
藤　

仁じ
ん

町
長
が
来
訪

16
日
・
全
州
青
年
会
議
所
公
式
訪
問
団

（
韓
国
）の
市
長
表
敬
訪
問

18
日
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
豊
岡
寄
付
金
が

1
億
円
超（
平
成
27
年
度
）

19
日
・
京
丹
後
市
･
豊
岡
市
合
同
会
議

25
日
・
東
北
大
学
名
誉
教
授
石
田
秀
輝

さ
ん
出
前
授
業（
中
竹
野
小
･

五
荘
小
、
26
日
･
奈
佐
小
･
弘

道
小
）

27
日
・
市
議
会
定
例
会
開
会（
〜
12
月

25
日
）

28
日
・
市
民
ふ
れ
あ
い
の
つ
ど
い
＆
青
少

年
健
全
育
成
大
会

　
　

・
運
動
と
学
習
を
セ
ッ
ト
に
す
る

豊
岡
の
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

30
日
・
小
浜
市（
福
井
県
）と「
災
害
時

等
相
互
応
援
に
関
す
る
基
本
協

定
」締
結

【
12
月
】

1
日
・
除
雪
隊
発
隊
式

　
　

・
こ
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
移
転
開

所
式

8
日
・
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
新
潟
県
三

条
市
への
避
難
者
へ
贈
り
物
送
付

9
日
・「
交
通
関
係
環
境
保
全
優
良
事
業

者
等
国
土
交
通
大
臣
表
彰
」表
彰

式

▲山本国土交通副大臣から表彰状の授与
　を受ける齋藤副市長（中央手前）
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ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
滞
在
し
、
ダ

ン
ス
や
演
劇
の
創
作
活
動
な
ど
を

行
う「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
･
イ
ン
･

レ
ジ
デ
ン
ス
」。
平
成
28
年
度
に
、

城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
創

作
活
動
を
行
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

決
ま
り
ま
し
た
。
応
募
は
、
世
界

各
地
か
ら
40
件（
13
カ
国
）。
選
考

の
結
果
、
世
界
で
活
躍
す
る
17
組

（
演
劇
9
組
、
ダ
ン
ス
8
組
）が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
滞
在
期
間
中

に
は
、
稽
古
場
の
公
開
や
制
作
途

中
の
作
品
試
演
会
、
ま
た
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な
ど
、

市
民
と
の「
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を

実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
滞
在
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
、
市
内
の
小
･
中
学
校
に
出
張

し
、
演
劇
や
ダ
ン
ス
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
と
も
交
流
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
広
報
紙
等
で
随
時
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

【 
主
な
見
ど
こ
ろ 

】

　

フ
ラ
ン
ス
の
演
出
家 

ロ
ラ
ン

･
コ
ロ
ン
さ
ん
は
、
豊
岡
で
音
を

採
集
し
、
言
葉
を
超
え
て
楽
し
め

る
声
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
創
作
。

同
じ
く
フ
ラ
ン
ス
の
演
出
家 

ト
マ

･
キ
ラ
ル
デ
さ
ん
は
、
植
村
直
己

･
神
鍋
高
原
等
、
豊
岡
独
自
の
文

化
資
源
･
自
然
を
作
品
に
取
り
入

れ
、「
山
」を
テ
ー
マ
と
し
た
演
劇

を
創
り
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
演
劇
界
の
芥
川
賞
、
岸き

し

田だ

國く
に

士お

戯ぎ
き
ょ
く曲

賞
を
受
賞
し
た
劇

作
家 

岩
井
秀
人
さ
ん
の
作
品
や
、

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
･
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

に
日
本
代
表
と
し
て
参
加
し
、
国

内
外
で
高
い
評
価
を
受
け
る
現
代

美
術
家 

束た
ば

芋い
も

さ
ん
に
よ
る
映
像
芝

居
。
日
本
の
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

ダ
ン
ス
界
を
牽け

ん

引い
ん

し
続
け
、
ゴ
ッ

ド
マ
ザ
ー
と
呼
ば
れ
る
ダ
ン
サ
ー

黒
沢
美
香
さ
ん
の
新
作
も
見
逃
せ

ま
せ
ん
。
お
楽
し
み
に
！

映
画「
エ
ベ
レ
ス
ト
3
D
」を
見

ま
し
た
。
96
年
に
実
際
に
起
き
た

エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
の
遭
難
を
映

画
化
し
た
も
の
で
す
。

圧
倒
的
な
力
で
襲
い
か
か
る
自

然
の
脅
威
。
猛
吹
雪
。
酸
素
の
不

足
。
8
千
メ
ー
ト
ル
の
高
所
で
は

人
は
一
歩
ず
つ
し
か
歩
け
な
い
し
、

そ
の
一
歩
や
一
瞬
の
判
断
が
生
死

を
分
け
る
と
い
う
過
酷
さ
。

「
冒
険
を
す
る
上
で
一
番
大
切

な
こ
と
は
何
で
す
か
?
」。
こ
れ

ま
で
、
植
村
直
己
冒
険
賞
の
受
賞

者
の
方
々
に
お
尋
ね
し
て
き
ま
し

た
。
答
え
は
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
し

た
。「
一
歩
ず
つ
、
一
歩
ず
つ
」。　

　

目
指
す
場
所
は
、
は
る
か
彼
方

に
あ
る
。
歩
い
て
も
、
歩
い
て
も
、

登
っ
て
も
、
登
っ
て
も
、
目
的
地

は
近
づ
い
て
こ
な
い
。
む
し
ろ
遠

ざ
か
っ
て
い
く
よ
う
な
気
す
ら
す

る
。
そ
ん
な
時
、
決
し
て
や
っ
て

は
い
け
な
い
こ
と
。
そ
れ
は
わ
め

き
な
が
ら
走
り
出
す
こ
と
だ
。
ど

ん
な
に
目
的
地
が
は
る
か
彼
方
に

あ
ろ
う
と
も
、
や
る
べ
き
こ
と

は
、
目
の
前
の
一
歩
、
目
の
前
の

一
歩
を
確
実
に
、
着
実
に
進
め
る

こ
と
だ
。

と
同
時
に
、
映
画
は
、
そ
の
一

歩
が
と
き
と
し
て
ど
れ
ほ
ど
危
険

で
緊
張
に
満
ち
た
も
の
か
を
大
迫

力
で
伝
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
。
で
は
、
な
ぜ
、
そ
れ

ほ
ど
ま
で
し
て
彼
ら
は
冒
険
に
臨

も
う
と
す
る
の
か
。

冒
険
賞
受
賞
者
の
語
る「
一
歩

ず
つ
、
一
歩
ず
つ
」に
は
、
も
う

一
つ
大
切
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
の

で
す
。
そ
れ
は
、
未
来
の
た
め
の

「
今
」、
目
的
達
成
の
た
め
の
手
段

と
し
て
の「
今
」で
は
な
く
、
今
、

ま
さ
に
こ
の
と
き
、
こ
の
瞬
間
。

二
度
と
帰
っ
て
こ
な
い
こ
の
瞬
間

を
、
惜
し
む
よ
う
に
、
い
と
お
し

む
よ
う
に
歩
い
て
い
く
の
だ
、
と

い
う
意
味
が
。「
山
頂
は
、
本
当
は
、

目
的
地
で
は
な
く
て
中
間
点
に
過

ぎ
ず
、冒
険
と
は
、行
っ
て
、帰
っ

て
く
る
こ
と
だ
」と
言
わ
れ
た
受

賞
者
も
あ
り
ま
し
た
。

冒
険
家
た
ち
の
偉
業
は
、
私
た

ち
の
日
常
の
行
い
と
は
か
け
離
れ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
私
た
ち
は
賛

辞
を
送
り
ま
す
。
が
、
同
時
に
、

そ
の
偉
業
は
、
私
た
ち
の
人
生
の

願
い
の
延
長
に
あ
っ
て
、
は
る
か

遠
く
で
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
つ

な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

一
歩
ず
つ
、
一
歩
ず
つ

98
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市
政
の
動
き

　  

12
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

11
月
27
日
、
平
成
27
年
第
5
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

最
初
に
①「
第
8
回
永
楽
館
歌

舞
伎
」の
際
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

②「
2
0
1
5
日
本
冒
険
フ
ォ
ー

ラ
ム
」の
開
催
結
果

̶

を
報
告
し
、

当
面
す
る
市
政
の
諸
課
題
な
ら
び

に
提
出
議
案
の
主
な
も
の
を
説
明

し
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち

○
消
防
救
急
無
線

　
　
　
　

デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事
業

平
成
26
年
度
か
ら
整
備
を
進
め

て
い
た
同
事
業
が
、
今
年
10
月
30

日
に
完
了
し
ま
し
た
。
事
業
費
は
、

総
額
9
億
2
5
0
0
万
円
で
、
消

防
本
部
、
大
岡
山
、
郷ご
う

路ろ

岳
、
港

及
び
竹
野
の
5
基
地
局
に
よ
り
、

市
内
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
整
備
で
は
、
消

防
団
の
無
線
機
器
も
デ
ジ
タ
ル
化

さ
れ
、
混
信
対
策
と
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
が
図
れ
ま
す
。

今
後
、
来
年
3
月
31
日
ま
で
の

間
は
、
近
隣
消
防
本
部
お
よ
び
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
等
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

整
備
状
況
を
考
慮
し
て
、
ア
ナ
ロ

グ
無
線
と
の
併
用
を
行
い
ま
す
。

○
診
療
所
の
往
診
自
動
車

　
　
　
　
　
　
　

使
用
料
の
改
正

市
立
の
4
診
療
所
で
は
、
往
診

お
よ
び
訪
問
診
療
の
際
、
患
者
に

居
宅
ま
で
の
自
動
車
使
用
料
を
負

担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
、
公
共
交
通
利
用
に
比
べ
高

額
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
来
年
1

月
1
日
か
ら
往
診
等
の
自
動
車
使

用
料
を
減
額
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

○
要
援
護
世
帯

　
　

雪
下
ろ
し
援
助
事
業
の
拡
充

市
で
は
、
平
成
21
年
度
か
ら
高

齢
者
世
帯
や
重
度
障
害
者
だ
け
の

世
帯
、
母
子
世
帯
等
が
、
雪
下
ろ

し
を
業
者
に
委
託
し
た
場
合
、
費

用
の
半
額（
1
回
当
た
り
の
上
限

2
万
円
）を
補
助
し
て
い
ま
す
。

12
月
1
日
か
ら
は
、
1
回
当
た

り
の
補
助
額
の
上
限
を
3
万
円
に

引
き
上
げ
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

○
加
陽
湿
地
拠
点
整
備
事
業

こ
の
事
業
は
、
国
が
整
備
を
進

め
る
加
陽
湿
地
周
辺
を
市
の
新
し

い
自
然
再
生
･
地
域
再
生
の
拠
点

と
す
る
も
の
で
す
。

今
年
度
、
用
地
買
収
に
同
意
を

い
た
だ
い
た
約
1
万
2
千
平
方

メ
ー
ト
ル
の
用
地
に
つ
い
て
、
土

地
売
買
仮
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

○
北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

北
但
行
政
事
務
組
合
は
、
廃
棄

物
の
処
理
に
関
す
る
条
例
を
10
月

30
日
に
公
布
。
今
市
議
会
に
は
、

焼
却
灰
等
運
搬
業
務
の
追
加
設
定

お
よ
び
北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備

･
運
営
事
業
の
限
度
額
の
変
更
設

定
に
係
る
組
合
へ
の
負
担
金
の
補

正
予
算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但

か
ら
発
生
す
る
余
剰
電
力
に
つ
い

て
は
、
組
合
と
㈱
タ
ク
マ
エ
ナ

ジ
ー
と
の
間
で
売
電
に
係
る
契
約

を
締
結
。
組
合
で
は
、
平
成
29
年

度
以
降
、
毎
年
約
1
億
5
千
万
円

程
度
の
収
益
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

同
社
で
は
、
購
入
し
た
電
力

を
、
地
域
内
に
供
給
す
る「
地
産

地
消
サ
イ
ク
ル
」を
計
画
。
本
市

は
、
同
社
と
電
気
需
給
契
約
を
締

結
し
、
28
の
公
共
施
設
に
電
気
の

供
給
を
受
け
る
予
定
で
す
。

○
豊
岡
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

導
入
支
援

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
デ
ザ
イ
ン
事

業
モ
デ
ル
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

中
筋
か
ら
、
地
域
住
民
主
体
の
法

人
を
設
立
し
、
雪
を
利
用
し
た
保

冷
庫
の
導
入
に
よ
り
、
学
校
給
食

で
使
用
す
る
野
菜
の
地
産
地
消
を

進
め
た
い
と
の
申
し
出
が
あ
り
ま

し
た
。
市
で
は
、
こ
れ
に
対
す
る

補
助
金
を
交
付
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
家
庭
の
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
蓄
電
池
の
設
置
に

対
す
る
補
助
金
を
交
付
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

○
下
水
道
使
用
料
の
改
定

下
水
道
使
用
料
は
、
公
営
企
業

審
議
会
の
答
申
を
基
に
水
量
区
分

ご
と
の
使
用
料
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
た
修
正
を
加
え
、
今
議
会
に

条
例
改
正
案
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
金
額
は
、
使
用
水
量

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
月

20
立
方
メ
ー
ト
ル
を
使
う
標
準

的
な
世
帯
の
場
合
、
現
行
料
金

2
9
7
0
円
が
3
3
4
8
円
に
な

り
、
1
カ
月
当
た
り
3
7
8
円
、

率
に
し
て
12
･
7
%
の
増
加
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
公
衆
浴
場
お
よ
び
城
崎

町
湯
島
財
産
区
営
浴
場
に
対
す
る

特
別
使
用
料
も
、
従
量
使
用
料
の

均
一
使
用
料
体
系
を
維
持
す
る
中

で
一
般
の
使
用
料
の
改
定
に
沿
っ

た
改
定
案
と
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
を
今
後
と
も
安
定
的
に

維
持
す
る
た
め
に
、
ご
理
解
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
高
め
る
ま
ち

○
海
外
戦
略
の
推
進

今
年
1
月
か
ら
9
月
ま
で
の
外

国
人
宿
泊
者
数
は
、
市
全
体
で

2
万
2
4
0
4
人
。
前
年
同
期
の

2
･
2
倍
に
伸
び
て
い
ま
す
。

昨
年
に
引
き
続
き
、
11
月
2
日

か
ら
6
日
ま
で
、
ロ
ン
ド
ン
で
開

催
さ
れ
た
世
界
最
大
規
模
の
国
際

旅
行
博
W
T
M
に
公
益
財
団
法
人

大
阪
観
光
局
お
よ
び
一
般
財
団
法

人
神
戸
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
協
会
と
共
同
で
出
展
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
初
め
て
関
西
の
P
R
セ

ミ
ナ
ー
も
開
催
し
ま
し
た
。

在
英
日
本
商
工
会
議
所
の

「
パ
ー
マ
ス
ト
ン
会
」で
は
、
真
野

副
市
長
が
、
本
市
の
取
組
み
に
つ

い
て
講
演
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の「
大
交
流
」

の
活
動
を
更
に
強
化
す
る
た
め
、

観
光
ま
ち
づ
く
り
組
織（
D
M
O
）

の
設
立
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。

○
シ
ル
ク
温
泉
や
ま
び
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

改
修
工
事

今
年
度
、
改
修
計
画
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
効
果
的
動
線
へ
の

変
更
に
伴
い
、
概
算
工
事
費
が
予

算
額
を
上
回
る
こ
と
が
判
明
。
ま

た
、
設
計
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、
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ス
ポ
に
出
展
し
、
輸
出
に
向
け
た

具
体
的
な
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
ミ
ラ
ノ（
イ
タ
リ
ア
）の

日
系
飲
食
店
で
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育

む
お
米
の
パ
ッ
ク
商
品
等
の
店
頭

販
売
が
11
月
中
に
開
始
さ
れ
る
予

定
で
す
。

さ
ら
に
、
日
本
貿
易
振
興
機
構

が
主
催
す
る
海
外
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
拠
点
事
業
で
、
来
年
1
月
か
ら

1
カ
月
間
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
伊

勢
丹
ス
コ
ッ
ツ
店
で
試
験
販
売
を

行
い
ま
す
。

○（
仮
称
）豊
岡
市
商
業
者
等

　

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
減
少

が
進
む
中
、
商
業
が
地
域
の
に
ぎ

わ
い
の
創
出
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

強
化
お
よ
び
発
展
に
果
た
す
役
割

は
重
要
で
す
。
商
業
に
か
か
わ
る

方
に
参
画
を
求
め
、
商
業
者
、
商

店
会
、
地
域
経
済
団
体
が
商
業
の

振
興
を
図
る
こ
と
、
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と

な
ど
を
要
請
す
る
内
容
の
市
条
例

の
制
定
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
地
域
再
生
計
画
の
認
定

こ
の
計
画
は
、
本
市
の
基
盤
産

業
で
あ
る
鞄か
ば
ん

産
業
の
取
組
み
を
強

化
し
、
拡
大
す
る
た
め
、
地
域
再

生
戦
略
交
付
金
を
活
用
し
て
鞄
産

業
の
課
題
解
決
を
図
る
も
の
で
す
。

革
製
鞄
の
生
産
能
力
を
強
化
す

る
と
と
も
に
革
小
物
の
ビ
ジ
ネ
ス

化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
若
者
の
雇

用
創
出
を
図
り
ま
す
。
事
業
は
豊

岡
ま
ち
づ
く
り
㈱
に
委
託
し
ま
す
。

来
年
度
か
ら
の
本
格
実
施
に
向

け
、
今
年
度
は
2
人
の
熟
練
し
た

職
人
を
市
外
か
ら
迎
え
入
れ
、
革

製
鞄
･
革
小
物
づ
く
り
の
技
術
が

身
に
付
く
講
習
を
実
施
し
ま
す
。

○
要
緊
急
安
全
確
認
大
規
模

　
　
　

建
築
物
耐
震
化
助
成
事
業

こ
の
事
業
は
、
昭
和
56
年
5
月

31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
、
3
階

建
て
以
上
か
つ
延
床
面
積
5
千
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
病
院
、
店
舗
、

旅
館
等
の
耐
震
診
断
費
、
耐
震
補

強
設
計
費
お
よ
び
耐
震
改
修
工
事

費
の
一
部
を
国
県
市
が
補
助
す
る

も
の
で
す
。
今
年
度
、
3
者
が
耐

震
補
強
設
計
を
行
う
意
向
で
す
。

○
栃
江
橋
橋き
ょ
う

梁り
ょ
う

整
備
事
業

栃
江
橋（
奈
佐
川
）を
架
け
替
え

る
た
め
、
年
明
け
に
国
と
堤
防
開

削
を
伴
う
下
部
工
築
造
工
事
委
託

に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結
し
、

そ
の
後
、
左
岸
お
よ
び
右
岸
の
工

事
に
係
る
受
委
託
契
約
を
締
結
す

る
予
定
で
す
。
工
事
着
手
は
来
年

10
月
の
出
水
期
明
け
と
な
り
ま
す

が
、
一
日
も
早
い
完
成
を
目
指
し

て
事
業
を
進
め
ま
す
。

○
神
鍋
高
原
線
上
限
2
0
0
円

　

バ
ス
活
性
化
運
行（
中
間
報
告
）

昨
年
10
月
に
社
会
実
験
か
ら

活
性
化
運
行
に
移
行
し
、
1

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
実
績

は
10
万
4
3
1
8
人（
達
成
率

86
･
2
%
）で
し
た
。
今
後
は
、

目
標
の
12
万
1
千
人
を
達
成
で
き

る
よ
う
引
き
続
き
努
力
し
ま
す
。

○
移
住
定
住
促
進

　
　
　
　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略

来
年
2
月
末
を
め
ど
に
移
住
定

住
促
進
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
を

策
定
し
ま
す
。

移
住
定
住
者
を
増
や
す
に
は
、

豊
岡
に
暮
ら
す
人
と
の「
縁
」を

作
っ
て
つ
な
げ
る
こ
と
、
移
住
前

後
に
先
輩
移
住
者
等
か
ら
豊
岡
で

の
暮
ら
し
に
関
す
る
リ
ア
ル
な
情

報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
相
談
等

に
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

キ
ッ
ク
オ
フ
事
業
と
し
て
、
先

輩
移
住
者
等
と
協
働
す
る
体
制
の

構
築
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
育
成
、

情
報
発
信
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
を

行
い
ま
す
。

　
　
　《
市
政
の
運
営
》

○
社
会
保
障
･
税
番
号
制
度

　
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
）

本
市
で
は
、
11
月
15
日
か
ら
、

12
桁
の
個
人
番
号
を
お
知
ら
せ
す

る
通
知
カ
ー
ド
が
郵
送
さ
れ
て
い

ま
す
。
来
年
1
月
か
ら
全
国
の
公

共
機
関
で
個
人
番
号
の
利
用
が
始

ま
り
ま
す
。
市
で
は
、
個
人
情
報

を
処
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
切
り
離
す
な
ど
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
見
直
し
を

進
め
て
い
ま
す
。

○
地
方
創
生
先
行
型
交
付
金

　
「
上
乗
せ
交
付
分
」の
交
付
決
定

こ
の
た
び
地
方
創
生
先
行
型
交

付
金「
上
乗
せ
交
付
分
」と
し
て
、

さ
ら
に
2
事
業（
①
国
内
外
観
光

客
誘
致
事
業
②
か
ば
ん
産
業
人

材
育
成
支
援
事
業
）が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
交
付
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ

1
5
0
0
万
円
で
す
。
ま
た
、
10

月
末
の
地
方
創
生
総
合
戦
略
の
策

定
に
対
し
て
も
、
1
千
万
円
の
交

付
金
の
決
定
が
あ
り
ま
し
た
。

○
総
合
計
画
の
見
直
し

次
期
総
合
計
画
は
、
平
成
29
年

4
月
か
ら
10
年
間
、
次
期
市
長
任

期
は
平
成
29
年
5
月
か
ら
4
年
間

で
す
。

総
合
計
画
と
市
政
運
営
の
連
動

を
図
る
に
は
、
現
計
画
期
間
の
1

年
間
の
延
長
や
計
画
期
間
そ
の
も

の
の
在
り
方
の
検
討
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
豊
岡
市
基
本
構
想

審
議
会
を
設
置
し
て
来
年
1
月
か

ら
審
議
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

年
度
内
の
完
了
が
困
難
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
今
議
会
に
、

工
事
費
の
増
額
と
来
年
度
へ
の
工

事
費
の
繰
越
明
許
に
係
る
補
正
予

算
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

推
進
状
況

今
年
の
栽
培
面
積
の
合
計
は

3
2
9
･
3
ha
、
前
年
比
で

12
･
5
%
増
加
し
ま
し
た
。

無
農
薬
栽
培
技
術
の
確
立
を
目

指
し
取
組
み
を
進
め
て
い
る「
実

証
事
業
」で
は
、
ポ
ッ
ト
苗
の
方

が
、
従
来
苗
と
比
べ
収
量
、
食
味

値
と
も
良
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

16
の
生
産
団
体
等
が
ポ
ッ
ト
苗

で
の
栽
培
に
挑
戦
す
る「
チ
ャ
レ

ン
ジ
事
業
」で
は
、
平
均
収
量
が

10
a
当
た
り
4
5
2
㎏
、
食
味
値

平
均
が
84
点
と
好
結
果
で
し
た
。

今
後
も
無
農
薬
栽
培
技
術
の
早

期
確
立
に
向
け
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
取
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
お
米
の

　
　
　
　
　
　

海
外
販
路
の
開
拓

今
年
10
月
、
第
22
回
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
共
同
貿
易
日
本
食
レ
ス
ト

ラ
ン
エ
キ
ス
ポ
へ
の
視
察
と
、
日

系
ス
ー
パ
ー
等
で
の
市
場
調
査
を

実
施
。
生
物
多
様
性
や
安
全
安
心

な
米
に
対
し
て
、
高
い
評
価
が
得

ら
れ
ま
し
た
。
来
年
度
は
同
エ
キ
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第８回永楽館歌舞伎の製作懇親会
（平成27年８月31日・大阪市内ホテル）

コ
ウ
ノ
ト
リ
放
鳥
10
周
年

片
岡
愛
之
助
さ
ん
の〝
神こ

う

の
鳥と

り

〞語
り  

参
加
者
募
集
！

　

片
岡
愛
之
助
さ
ん
が
、
再
び
豊

岡
に
！　

歌
舞
伎
〝
神
の
鳥
〞
や

コ
ウ
ノ
ト
リ
も
住
め
る
豊
岡
の
魅

力
な
ど
を
中
貝
市
長
と
語
り
合
い

ま
す
。

▼
日
時　

１
月
30
日（
土
）午
後
６

時
30
分
〜

▼
場
所　

出
石
永
楽
館

▼
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
、
ま

た
は
在
学
の
方

▼
定
員　

3
0
0
人

▼
申
込
み　

往
復
は
が
き
に
左
記

の
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま

す
。

※
申
込
み
は
１
人
１
通
と
し
、
は

が
き
１
枚
に
つ
き
１
人
申
し
込

め
ま
す
。
往
復
は
が
き
以
外
で

の
申
込
み
は
無
効
で
す
。

▼
期
限　

１
月
８
日（
金
）午
後
５

時
必
着

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
コ
ウ
ノ
ト

リ
共
生
課
☎
21

－

9
0
1
7

《往復はがきの記入要領》

玄げ
ん

さ
ん
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
っ

て
初は

じ

め
て
聞き

い
た
よ
！

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
は
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

が
日に

本ほ
ん

を
旅り

ょ

行こ
う

す
る
こ
と

じ
ゃ
。
全ぜ

ん

国こ
く

で
が
っ
せ
ぇ
増ふ

え
と

っ
て
、
今こ

年と
し

は
１
月が

つ

か
ら
９
月が

つ

の

間あ
い
だ

に
、
な
ん
と
1
4
0
0
万ま

ん

人に
ん

が

来き

と
る
ん
じ
ゃ
。

へ
ぇ
〜
そ
ん
な
に
た
く
さ

ん
！　
豊と

よ

岡お
か

に
も
外が

い

国こ
く

人じ
ん

観か
ん

光こ
う

客き
ゃ
く

が
来き

て
い
る
の
？

下し
た

の
グ
ラ
フ
を
見み

て
み
ぃ
。

外が
い

国こ
く

人じ
ん

観か
ん

光こ
う

客き
ゃ
く

の
数か

ず

は
ど
ん

と
増ふ

え
と
る
。
今こ

年と
し

は
１
月が

つ

〜
９

月が
つ

だ
け
で
も
２
万ま

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
う

じ
ゃ
。

台た
い

湾わ
ん

、
香ほ

ん

港こ
ん

、
中ち

ゅ
う

国ご
く

、
タ
イ
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
英イ

ギ

国リ
ス

、
米ア

メ
リ
カ国
な
ど
、
い
ろ
ん
な
国く

に

の

人ひ
と

に
豊と

よ

岡お
か

は
モ
テ
モ
テ
な
ん
じ
ゃ
。

ど
ん
な
こ
と
を
し
て
過す

ご
す

の
？

城き
の

崎さ
き

で
は
浴ゆ

か
た衣
を
着き

て
柳や

な
ぎ

並な
み

木き

の
ま
ち
歩あ

る

き
や
温お

ん

泉せ
ん

を
楽た

の

し
ん
だ
り
、
日に

本ほ
ん

ら
し
い
旅り

ょ

館か
ん

に

泊と

ま
っ
た
り
す
る
ん
じ
ゃ
。
玄げ

ん

武ぶ

洞ど
う

ま
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
す
る
ア
ク

テ
ィ
ブ
な
人ひ

と

も
お
る
ぞ
。
竹た

け

野の

の

海う
み

を
ボ
ー
っ
と
眺な

が

め
と
る
人ひ

と

や
バ

ス
で
出い

ず
し石
を
観か

ん

光こ
う

す
る
人ひ

と

も
お
る

の
ぉ
。
最さ

い

近き
ん

で
は
冬ふ

ゆ

の
神か

ん

鍋な
べ

高こ
う

原げ
ん

ス
キ
ー
場じ

ょ
う

で
外が

い

国こ
く

語ご

を
耳み

み

に
す
る

機き

会か
い

も
増ふ

え
た
の
ぉ
。
都と

会か
い

に
は

な
い
自し

然ぜ
ん

や
体た

い

験け
ん

を
楽た

の

し
ん
ど
る

よ
う
じ
ゃ
。

何な
ん

で
、
豊と

よ

岡お
か

は
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
取と

り
組く

む
の
？

豊と
よ

岡お
か

の
人じ

ん

口こ
う

が
減へ

っ
て
き
て

い
る
の
は
知し

っ
と
る
か
？

豊と
よ

岡お
か

の
ま
ち
を
元げ

ん

気き

に
す
る
た
め

に
、
海か

い

外が
い

か
ら
観か

ん

光こ
う

客き
ゃ
く

を
呼よ

び
込こ

も
う
と
し
と
る
ん
じ
ゃ
。
外が

い

国こ
く

の

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

や
旅り

ょ

行こ
う

社し
ゃ

に
豊と

よ

岡お
か

を
紹し

ょ
う

介か
い

し
た
り
、
外が

い

国こ
く

語ご

の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作つ

く

っ
て
お

る
ぞ
。
最さ

い

近き
ん

で
は
旅り

ょ

行こ
う

中ち
ゅ
う

の
情じ

ょ
う

報ほ
う

集あ
つ

め
に
役や

く

立だ

つ
無む

料り
ょ
う

Wワ

イ

フ

ァ

イ

i -

F
i

の
サ
ー
ビ
ス
も
始は

じ

め
た
ん
じ
ゃ
。

も
っ
と
も
っ
と
世せ

界か
い

の
人ひ

と

に

豊と
よ

岡お
か

の
良よ

さ
を
知し

っ
て
も
ら

い
た
い
な
。

そ
う
じ
ゃ
な
。
も
し
ま
ち
中な

か

で
外が

い

国こ
く

人じ
ん

観か
ん

光こ
う

客き
ゃ
く

を
見み

か
け

る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
恥は

ず
か
し
が

ら
ず
日に

本ほ
ん

語ご

で
も
え
え
か
ら
あ
い

さ
つ
す
る
ん
じ
ゃ
よ
。

　
玄げ

ん

武ぶ

岩が
ん

の
玄げ

ん

さ
ん
が
堅か

た

い
テ
ー
マ
も
柔や

わ

ら
か
〜
く
解か

い

説せ
つ

　 

豊と
よ

岡お
か

の
こ
こ
に
注ち

ゅ
う

目も
く

じ
ゃ
！
⑨

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で
元げ

ん

気き

な
ま
ち
づ
く
り
っ
て
？
　
　

城崎温泉街を浴衣姿で歩く
外国人観光客

《豊岡市訪問外国人数》

往信おもて 返信うら

〒668－8666

豊岡市中央町2番4号
豊岡市役所
コウノトリ共生課 行

往信

※ここは白紙のま
までお送りくだ
さい。

切
手

返信おもて 往信うら

参加申込者の
　郵便番号　〒●●
　住所　豊岡市●●
　氏名　●●●● 様

返信

①郵便番号
②住所
③氏名
④電話番号
⑤市外在住で市内に
　通勤・通学の方は、
　事業所名・学校名

※１通につき１人
　申込みできます。

切
手
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▽
谷
岡
凌り

ょ
う

風ふ
う（
正
法
寺
）

■
豊
岡
市
議
会
議
長
賞

▽
高
田
結ゆ

生う（
日
高
小
５
年
）

▽
坪
内　

琳り
ん（
日
高
東
中
１
年
）

▽
澤
田
美
咲（
出
石
高
３
年
）

■
豊
岡
市
教
育
委
員
会
賞

▽
な
か
た
し
ゅ
う
ご（
五
荘
奈
佐
幼
）

▽
岡
本
真
奈（
竹
野
小
２
年
）

▽
木
村
歩ほ

と

禽り（
五
荘
小
４
年
）

▽
桶
本
こ
こ
ろ（
竹
野
小
６
年
）

▽
川
西
莉
央（
北
中
３
年
）

▽
加
藤
富と

美み

子こ（
出
石
町
水
上
）

仲
田
光
成
記
念

第
15
回
豊
岡
全
国
か
な
書
展
を
開
催
し
ま
し
た

〜
植
村
直
己
の
精
神
を
伝
え
る
〜

「
2
0
1
5
日
本
冒
険
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催

　

11
月
13
日
か
ら
15
日
に
開
催
し

ま
し
た「
第
15
回
豊
岡
全
国
か
な

書
展
」で
は
、
全
国
28
都
府
県
か

ら
応
募
の
あ
っ
た
5
6
3
0
点
の

内
、
文
部
科
学
大
臣
賞
を
は
じ
め

と
す
る
3
9
2
4
点
を
総
合
体
育

館
に
展
示
し
ま
し
た
。

　

14
日
に
は
、
上
位
入
賞
者
や
豊

岡
総
合
高
校
書
道
部
の
皆
さ
ん
に

よ
る
書
の
実
演
を
披
露
し
ま
し

た
。
ま
た
、
15
回
記
念
の
特
別
企

画「
ふ
る
さ
と
」を
テ
ー
マ
に
し
た

絵
手
紙
作
品
も
展
示
し
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。

《
問
合
せ
》
竹
野
振
興
局
地
域
振

興
課
☎
47

－

1
1
1
1

【
入
賞
者（
特
選
を
除
く
）】（
敬

称
略
）

■
文
部
科
学
大
臣
賞

▽
川
崎
艸そ

う

菫き
ん（
大
阪
府
羽
曳
野
市
）

■
仲
田
光
成
記
念
賞

▽
谷
岡
妙
子（
茨
城
県
取
手
市
）

〔
市
内
関
係
分
〕

■
兵
庫
県
知
事
賞

▽
古こ

村む
ら

倖さ

奈な（
日
高
小
６
年
）

■
兵
庫
県
教
育
委
員
会
賞

▽
西
垣
百も

も

菜な（
北
中
２
年
）

▽
三
上
こ
こ
ろ（
総
合
高
２
年
）

　

11
月
22
日
、
植
村
直
己
の
素
顔

を
振
り
返
り
、
冒
険
文
化
を
考
え

る
第
２
回
目
の
日
本
冒
険
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
、
明
治
大
学
で
開
催
し
、

約
9
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
、
植
村
に
と
っ
て

良
き
相
談
相
手
だ
っ
た
湯
川
豊

さ
ん
は「
植
村
さ
ん
が
ま
っ
白
け

の
南
極
大
陸
の
地
図
を
広
げ
て
、

こ
っ
ち
か
ら
こ
っ
ち
ま
で
３
千
㎞

を
犬
ゾ
リ
で
単
独
踏
破
し
た
い
と

言
わ
れ
、
へ
ー
と
思
っ
て
聞
い
て

お
り
ま
し
た
」と
語
る
な
ど
、
植

村
の
南
極
に
か
け
る
夢
に
心
を
動

か
さ
れ
た
り
、
植
村
の
心
遣
い
に

感
銘
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

続
く
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
植
村
が
挑
み
、
憧
れ
続

け
た『
極
地
』を
テ
ー
マ
に
、
４
人

の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
北
極
・
南
極
の

自
然
や
冒
険
行
に
つ
い
て
語
り
合

い
ま
し
た
。
極
地
で
の
装
備
品
や

映
像
は
客
席
の
興
味
を
引
き
、
特

に
迫
り
く
る
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の

映
像
は
、
そ
の
迫
力
と
臨
場
感
に

驚
き
と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

■
神
戸
新
聞
社
賞

▽
森
田
由
香（
戸
牧
）

■
但
馬
文
化
協
会
長
賞

▽
山
本
佳
世（
泉
町
）

■
豊
岡
市
長
賞

▽
上
が
き
わ
か
な（
豊
小
１
年
）

▽
西
垣
悠は

る

香か（
五
荘
小
３
年
）

▽
冨
田
智
紗
子（
近
中
３
年
）

　

会
場
の
一
角
に
設
け
た
交
流
ひ

ろ
ば
で
は
、
極
地
で
活
動
す
る
冒

険
家
の
皆
さ
ん
の
展
示
や
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
が
行
動
の
途
中
で
撮

影
し
た
写
真
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
パ

ネ
ル
で
紹
介
。
多
く
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
う
情
報
交
換
と
交
流
の
場

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
し
て
、

植
村
精
神
や
本
市
の
魅
力
を
東
京

発
で
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
、
植
村
精
神

を
継
承
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ピ

リ
ッ
ト
を
広
め
て
い
き
ま
す
。

文部科学大臣賞　　川崎艸菫　作
いざ歌へ我立ち舞はむぬば玉のこよひの月にいねらるべしや（良寛）他一種

極地の様子を紹介

▲会場の様子▲席上揮
き

毫
ごう

（豊岡総合高校書道部）



広報とよおか 2016（平成28）年1月号　 14

　市では、鳥獣害対策を強化しています。
このシリーズでは、市が実施している鳥
獣害対策や、知っていると役に立つ情報
などを、市の鳥獣害対策員が紹介します。
隔月で奇数月号に掲載します。
《問合せ》農林水産課☎23‒1127

こちら鳥獣害対策員です！⑭
～鉄砲での捕獲（その4）～

こちら鳥獣害対策員です！⑭
～鉄砲での捕獲（その4）～

　
「
ガ
サ
ガ
サ
ガ
サ
…
」

　

遠
く
か
ら
、
か
す
か
に
落
ち
葉

を
踏
む
音
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

静
か
に
弾
を
装
填
し
、
安
全
装
置

を
外
し
ま
す
。

　

遠
く
か
ら
樹
間
を
飛
ぶ
よ
う
に

シ
カ
の
群
れ
が
走
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
さ
に
飛
ぶ
よ
う
な
速
度
で
す
。

そ
れ
が
樹
間
に
見
え
る
一
瞬
を
捉

え
て
…

　
「
パ
ー
ン
！　

パ
ー
ン
！　

パ

ー
ン
！（
※
２
）」

　

前
号
に
引
き
続
き
、
鉄
砲
で
の

シ
カ
の
捕
獲
活
動
の
手
順
を
、
シ

カ
捕
獲
専
任
班
の
活
動
を
例
に
紹

介
し
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
捕
獲
。「
待
ち（
射
撃

手
）」と「
勢せ

子こ（
獲
物
の
追
い
出
し

係
）」に
分
か
れ
て
入
山
し
ま
す
。

シ
カ
捕
獲
専
任
班（
20
人
程
度
）で

は
、
勢
子
が
４
人
で
他
の
方
は
待

ち
で
す
。
勢
子
は
各
自
１
〜
２
頭

の
猟
犬
を
巧
み
に
操
り
、
隠
れ
て

い
る
シ
カ
を
発
見
さ
せ
、
待
ち
が

待
機
す
る
場
所
に
追
い
立
て
ま
す
。

待
ち
は
追
わ
れ
た
シ
カ
が
向
か
う

場
所
を
計
算
し
、
気
配
と
殺
気
を

消
し
て
隠
れ
て
い
ま
す（
※
１
）。

　

一
発
が
先
頭
の
シ
カ
の
心
臓
を

捕
え
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま
数
百
メ

ー
ト
ル
走
っ
て
、
息
絶
え
て
崖
を

転
が
り
落
ち
て
ゆ
く
の
が
見
え
ま

し
た
。
10
頭
が
来
ま
し
た
が
、
名

人
の
腕
を
も
っ
て
し
て
も
、
一
頭

を「
止
め
る
」の
が
や
っ
と
で
し
た
。

（
※
１
）仲
間
内
で
の
誤
射
を
避
け

る
た
め
、
ハ
ン
タ
ー
は
オ
レ
ン

ジ
や
黄
色
の
目
立
つ
色
を
着
用

し
ま
す
。
シ
カ
は
色
が
分
か
ら

な
い
の
で
気
付
き
ま
せ
ん
。

（
※
２
）現
在
日
本
で
狩
猟
用
途
に

許
可
さ
れ
て
い
る
銃
は
連
射

（
フ
ル
オ
ー
ト
）が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
装
填
で
き
る
弾
も
３
発
や

５
発
な
ど
、
銃
種
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
捕
獲

名
人
の
腕
で
も

　

11
月が

つ

17
日に

ち（
現げ

ん

地ち

時じ

間か
ん

）、
ユ
ネ

ス
コ
本ほ

ん

部ぶ（
フ
ラ
ン
ス
）で
開か

い

催さ
い

さ

れ
た
第だ

い

38
回か

い

ユ
ネ
ス
コ
総そ

う

会か
い

で
、

世せ

界か
い

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
活か

つ

動ど
う

が
、
世せ

界か
い

遺い

産さ
ん

と
同お

な

じ
ユ

ネ
ス
コ
の
正せ

い

式し
き

事じ

業ぎ
ょ
う

に
な
り
ま
し

た
。
世せ

界か
い

ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
加か

盟め
い

認に
ん

定て
い

さ
れ
て
い
た
33

カ
国こ

く

1
2
0
地ち

域い
き

が
ユ
ネ
ス
コ
世せ

界か
い

ジ
オ
パ
ー
ク
に
な
り
ま
す
。
山さ

ん

陰い
ん

海か
い

岸が
ん

ジ
オ
パ
ー
ク
は
、
国こ

く

内な
い

で

加か

盟め
い

認に
ん

定て
い

さ
れ
て
い
る
８
地ち

域い
き

の

う
ち
の
一ひ

と

つ
で
す
。

《
問と

い

合あ
わ

せ
》
大だ

い

交こ
う

流り
ゅ
う

課か

　

☎
21

9
0
1
6

玄げ
ん

さ
ん
、
今こ

ん

月げ
つ

号ご
う

で
２
回か

い

目め

の
登と

う

場じ
ょ
う

だ
ね（
笑わ

ら
い

）世せ

界か
い

ジ
オ

パ
ー
ク
の
ユ
ネ
ス
コ
正せ

い

式し
き

事じ

業ぎ
ょ
う

決け
っ

定て
い

お
め
で
と
う
！　
ジ
オ
パ
ー
ク

の
こ
と
詳く

わ

し
く
知し

り
た
い
な
。

豊と
よ

岡お
か

市し

は
岩い

わ

使づ
か

い
が
荒あ

ら

い
の

ぉ
。
じ
ゃ
が
、
ジ
オ
パ
ー
ク

と
聞き

い
て
は
黙だ

ま

っ
て
お
れ
ん
！　

え
え
か
、
ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
自し

然ぜ
ん

を
保ほ

護ご

・
保ほ

全ぜ
ん

し
な
が
ら
、
教き

ょ
う

育い
く

・
研け

ん

究き
ゅ
う

や
観か

ん

光こ
う

資し

源げ
ん

と
し
て
活か

つ

用よ
う

し
と
る
地ち

域い
き

な
ん
じ
ゃ
。
豊と

よ

岡お
か

市し

内な
い

の
見み

ど
こ
ろ
は
、
わ
し
の
顔か

お

の
形か

た
ち

で
あ
る
六ろ

っ

角か
く

形け
い

の
玄げ

ん

武ぶ

岩が
ん

で

有ゆ
う

名め
い

な
玄げ

ん

武ぶ

洞ど
う

公こ
う

園え
ん

や
、
近き

ん

畿き

地ち

方ほ
う

で
最も

っ
と

も
新あ

た
ら

し
い
火か

山ざ
ん

で
あ
る
神か

ん

鍋な
べ

山や
ま

、
竹た

け

野の

の
は
さ
か
り
岩い

わ

な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場ば

所し
ょ

が
あ
る
ぞ
。

豊と
よ

岡お
か

市し

で
は
そ
れ
ら
の
ジ
オ

パ
ー
ク
の
資し

源げ
ん

を
ど
の
よ
う

に
活か

つ

用よ
う

し
て
い
る
の
？

例た
と

え
ば
、
玄げ

ん

武ぶ

洞ど
う

公こ
う

園え
ん

の
青せ

い

龍り
ゅ
う

洞ど
う

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
や
竹た

け

野の

海か
い

岸が
ん

の
美う

つ
く

し
さ
を
体た

い

感か
ん

で
き
る
カ

ヌ
ー
な
ど
で
、
観か

ん

光こ
う

に
つ
な
げ
と

る
ん
じ
ゃ
。
神か

ん

鍋な
べ

溶よ
う

岩が
ん

流り
ゅ
う

の
体た

い

験け
ん

学が
く

習し
ゅ
う

も
あ
る
ぞ
。

へ
ぇ
〜
、
何な

ん

だ
か
ジ
オ
パ
ー

ク
っ
て
身み

近じ
か

に
感か

ん

じ
る
ね
！

そ
う
じ
ゃ
ろ
。
豊と

よ

岡お
か

市し

は
全ぜ

ん

域い
き

が
ジ
オ
パ
ー
ク
じ
ゃ
。
だ

し
け
ぇ
、
み
ん
な
が
住す

ん
で
い
る

場ば

所し
ょ

を
そ
れ
ぞ
れ
が
大た

い

切せ
つ

に
せ
ん

と
あ
っ
き
ゃ
ぁ
へ
ん
。
地ち

域い
き

の
自し

然ぜ
ん

や
歴れ

き

史し

、
文ぶ

ん

化か

も
ジ
オ
パ
ー
ク

の
概が

い

念ね
ん

に
含ふ

く

ま
れ
と
る
か
ら
の
ぉ
。

歴れ
き

史し

や
文ぶ

ん

化か

も
な
ん
だ
ね
。

も
っ
と
地ち

域い
き

の
伝で

ん

統と
う

的て
き

な
行ぎ

ょ
う

事じ

に
も
参さ

ん

加か

し
な
き
ゃ
ね
。

そ
う
思お

も

っ
て
も
ら
え
る
と
あ

り
が
た
い
の
ぉ
。
こ
れ
か
ら

よ
り
一い

っ

層そ
う

、
ジ
オ
パ
ー
ク
を
み
ん

な
で
盛も

り
上あ

げ
る
ぞ
！

　
玄げ

ん

武ぶ

岩が
ん

の
玄げ

ん

さ
ん
が
堅か

た

い
テ
ー
マ
も
柔や

わ

ら
か
〜
く
解か

い

説せ
つ

　 

豊と
よ

岡お
か

の
こ
こ
に
注ち

ゅ
う

目も
く

じ
ゃ
！

世せ

界か
い

ジ
オ
パ
ー
ク
が
ユ
ネ
ス
コ
の
正せ

い

式し
き

事じ

業ぎ
ょ
う

に
　
　

▲竹野海岸（ジオカヌー）

▲神鍋溶岩流（体験学習）

番外編
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自社の女性の活躍状況を把握し、
課題分析を行ってください。

行動計画の策定、届出、社内周知、
公表を行ってください。

自社の女性の活躍に関する情報
を公表してください。

女性活躍推進法が成立
女性の活躍情報の公表

市立東霊苑
永代使用者を募集

　企業・法人全体で301人以上の労働者を雇
用する事業主の皆さんは、女性の活躍を推
進するための行動計画の策定・届出等が義
務となります（300人以下は努力義務）。
　平成28年４月１日までに、事業主の皆さ
んは、以下の準備をお願いします。

▼名称　市立東霊苑
▼場所　市場490番地の２
▼区画面積　６平方メート
ル（間口２m×奥行３m）

▼対象　本市に住所または
本籍を有する方▽申請者
または申請者と同一の世
帯に属する方が、市立霊
苑の永代使用許可を受け
ていない方

▼申込方法　墓所使用許可
申請書に記入の上、戸籍全部事項証明書（戸籍謄
本）、住民票の写し（謄本）を添付して申込み▽本
市に住所のない方は、管理人選任届が必要▽申請
書等は生活環境課にあります。また、市ホームペ
ージからもダウンロードできます。

▼施設の概要　墓所：第１期工事323区画（平成27年
11月末111区画永代使用許可済）▽トイレ、水くみ
用水栓あり

《使用料等》

※永代使用料とは、永代（子々孫々）にわたり、区画をお貸しする
費用です。許可時に納めていただき、以降は不要です。

《申込み・問合せ》生活環境課☎23-5304

※詳しくは、厚生労働省ホームページをご
覧ください。

　http://www.mhlw.go.jp/stf/
　seisakunitsuite/bunya/0000091025.html
《問合せ》
　兵庫労働局雇用均等室☎078-367-0820
　市役所生涯学習課☎23-0341

ステップ１

ステップ２

ステップ３

区分 永代使用料 管理料（年額）
本市に住所を有する方 780,000円 3,000円
本市内に住所を有しない
方（本籍のみ本市内の方） 936,000円 3,000円

Ａ墓域

Ｂ墓域

く
ら
し
の
相
談
室
だ
よ
り
77

　
〜
個
人
情
報
の
削
除
を
持
ち
掛
け
る
詐
欺
〜

　
「
公
的
機
関
の
職
員
を
か
た
り

『
個
人
情
報
が
漏
れ
て
い
る
の

で
削
除
し
ま
す
』と
電
話
が
あ
り
、

相
手
か
ら
の
質
問
に
答
え
た
ら
、

次
々
と
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
。

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
」と
の
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
詐
欺

被
害
の
相
談
も
発
生
し
て
お
り
、

十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

―
こ
の
よ
う
な
電
話
は
詐
欺
で
す

　
「
家
族
構
成
を
調
べ
て
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
で
す
か
」「
預
金
口

座
を
い
く
つ
持
っ
て
い
ま
す
か
。

預
金
額
は
い
く
ら
で
す
か
」な
ど

と
質
問
し
、
最
終
的
に
は
お
金
の

支
払
い
を
要
求
す
る
手
口
や
、
複

数
の
登
場
人
物
が
役
割
を
分
担
し

て
お
金
を
だ
ま
し
取
る「
劇
場
型

勧
誘
」と
い
わ
れ
る
手
口
も
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
中
に
は
、
電
話
で

質
問
に
答
え
た
こ
と
が
違
法
行
為

に
な
る
と
不
安
を
あ
お
り
、
お
金

を
請
求
す
る
手
口
も
あ
り
ま
す
。

―
詐
欺
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対
処
法

◇
相
手
に
せ
ず
、
す
ぐ
に
電
話
を

切
る
。
公
的
機
関
が「
個
人
情

報
を
削
除
す
る
」な
ど
と
電
話

し
た
り
、
現
金
を
求
め
る
こ
と

は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
留
守
番
電
話
機
能
を
利
用
し
、

必
要
に
応
じ
て
か
け
直
す
。
一

度
電
話
に
出
る
と
切
り
に
く
く

な
り
ま
す
。
か
か
っ
て
き
た
電

話
に
す
ぐ
出
な
い
方
法
が
有
効

で
す
。

◇
絶
対
に
お
金
を
払
わ
な
い
。
一

度
お
金
を
払
っ
て
し
ま
う
と
取

り
戻
す
こ
と
は
極
め
て
困
難
で

す
。
最
近
、
宅
配
便
な
ど
で
現

金
を
送
付
さ
せ
る
悪
質
な
手
口

も
多
く
、
注
意
が
必
要
で
す
。

◆
困
っ
た
時
は
、
す
ぐ
に
く
ら
し

の
相
談
室
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

高
齢
者
の
方
が
狙
わ
れ
て
い
ま

す
。
家
族
や
身
近
な
人
の
見
守
り

が
不
可
欠
で
す
。

《
豊
岡
市
く
ら
し
の
相
談
室
》

▽
相
談
受
付　

月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽
相
談
場
所　

生
活
環
境
課
内

▽
電
話
相
談　

☎
21

9
0
0
1
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不動産を公売します！
所在
地番

日高町奈佐路字出合
507番1

地目 田 農用地 区域内
地積 894㎡
権利 無

番号 不3-02 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
750,000円
公売保証金
75,000円

備
考
農業委員会発行の買受適格証明が必要です。
耕作地です。

所在
地番

出石町宮内字七々代
197番

地目 田 農用地 区域内
地積 1,213㎡
権利 無

番号 不3-04 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
620,000円
公売保証金
70,000円

備
考
農業委員会発行の買受適格証明が必要です。
耕作地です。

所在
地番

日高町名色字岩井谷
83番174

地目 山林 農用地 －
地積 202㎡
権利 無

番号 不3-06 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
700,000円
公売保証金
70,000円

備
考
別荘用地として開発された物件で、建築の際に整地が必要と思
われます。
管理費が必要となります。

所在
地番

竹野町竹野字土井
2807番2

地目 畑 農用地 区域内
地積 128㎡
権利 無

番号 不3-01 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
20,000円
公売保証金
2,000円

備
考
農業委員会発行の買受適格証明が必要です。
耕作されていません。

所在
地番

森津字大和田300番1、
301番1、302番

地目 田 農用地 －
地積 1,645㎡（合計）
権利 使用貸借権設定有

番号 不3-03 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
8,000,000円
公売保証金
800,000円

備
考
農業委員会発行の買受適格証明が必要です。
耕作地です。

所在
地番

出石町福住字上清水
194番2、195番1

地目 田 農用地 －
地積 406㎡（合計）
権利 無

番号 不3-05 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
3,000,000円
公売保証金
300,000円

備
考
農業委員会発行の買受適格証明が必要です。
上下水道共に引込み済みです。

日
曜
納
税
相
談

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

納
税（
市
税
）の
悩
み
ご
と
を
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
も
で
き

ま
す
。

■
日
時　
１
月
17
日（
日
）午
前
10

時
〜
午
後
3
時

■
場
所　

本
庁
舎　

１
階（
税
務

　

課
収
税
係
）

《
問
合
せ
》
税
務
課 

　

☎
23
–
1
1
1
8

　

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
で
差
し

押
さ
え
た
財
産
を
次
の
と
お
り
公

売
し
ま
す
。

■
公
売
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

　

競
り
売
り

■
参
加
申
込
期
間

　

１
月
７
日（
木
）午
後
１
時
〜
22

　

日（
金
）午
後
11
時

■
競
り
売
り
期
間

　

１
月
29
日（
金
）午
後
１
時
〜
31

　

日（
日
）午
後
11
時

■
代
金
納
付
期
限

　

２
月
８
日（
月
）午
後
３
時
ま
で

■
公
売
物
件

　

自
動
車
な
ど
16
点（
予
定
）

■
参
加
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
参
加　

　
（
１
月
７
日
公
開
予
定
）
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＜その他＞
①地積は公簿上に記載された面積であり、実測と異なる場合があります。　
②各物件の中で、公売が中止になる場合があります。　
③写真の境界線は大まかな位置を示したものです。隣地との境界確定、使用者または占有者等に対
する明渡し要求などは、買受人が行うことになります。

④物件によっては、入区料などが発生する場合があります。
⑤公売物件は豊岡市の所有財産ではありませんので、立ち入ることはできません。　
⑥豊岡市は物件の瑕

か

疵
し

担保責任を負いません。
⑦公売保証金は、落札できなかった場合には返還します。
⑧所有権移転の際、登録免許税の納付が必要です。また、不動産取得税が課税される場合があります。
⑨代金納付期日は３月24日（木）です。代金納付期日は場合によっては延期することがあります。

《問合せ》税務課☎23-1118

公 売 の ご あ ん な い
■公売期日　３月17日（木）
■受付時間　午前10時～11時
■入札会場　本庁舎　６階　会議室６－１、６－２
■持ち物　身分証明書、印鑑、公売保証金、農業委員会発行の買受適格証明（必要な物件のみ）

番号 不3-10 物件土地・建物
土
地
所在地番

日高町久斗字荒
堀717番３、717
番４、717番６

地目 畑・宅地
地積 426.43㎡（合計）

建
物

家屋番号 717番６
種類 倉庫
延床面積 28.12㎡
構造 土蔵造かわらぶき２階建

備
考

上水道引込み済み、下水道は
引込みされていません。
農用地区域外です。
農業委員会発行の買受適格証
明が必要です。
利用権等の設定はありません。

見積価額（最低入札価格）
370,000円
公売保証金
37,000円

http://koubai.auctions.yahoo.
co.jp/hyg_toyooka_city

■
参
加
資
格

　

国
税
徴
収
法
で
規
定
さ
れ
る
場

合
な
ど
一
部
の
例
外
を
除
き
、
20

歳
以
上
の
方
は
、
原
則
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
公
売
保

証
金
の
納
付
が
必
要
で
す（
公
売

保
証
金
不
要
物
件
を
除
く
）。

＝
＝
下
見
会
＝
＝

　

公
売
物
件
を
実
際
に
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
落
札
し
た
物
件
は

返
品
で
き
ま
せ
ん
。事
前
に
よ
く
見

て
公
売
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

1
月
17
日（
日
）午
前
10

　

時
〜
午
後
３
時

■
場
所　

本
庁
舎　

１
階

※
大
型
物
件
は
下
見
会
に
展
示
し

　

ま
せ
ん
。
下
見
を
希
望
す
る
方

　

は
、
税
務
課
収
税
係
に
問
い
合

　

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

次
の
サ
イ
ト
で
も
公
売
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
3.city.toyooka.

 
lg.jp/koubai/top.htm

・
ヤ
フ
ー（
株
）の
公
売
シ
ス
テ
ム

　

http://koubai.auctions.
 

yahoo.co.jp/

《
問
合
せ
》
税
務
課　

　

☎
23
–
1
1
1
8

所在
地番

一日市字小田井田
824番4

地目 田 農用地 －
地積 327㎡
権利 無

番号 不3-08 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
1,450,000円
公売保証金
150,000円

備
考
農業委員会発行の買受適格証明が必要です。
敷地内に電柱・支柱があります。

所在
地番

出石町宮内字珠数屋232
番1、232番3、233番1

地目 雑種地 農用地 －
地積 953.3㎡（合計）
権利 無

番号 不3-07 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
1,300,000円
公売保証金
130,000円

備
考
対象不動産と市道「一宮線」の間に、市所有の「232番2」の土地
が介在しており、占用許可の申請が必要です。
上下水道共に引込みされていません。

所在
地番 小島字細通811番2

地目 田 農用地 －
地積 274㎡
権利 無

番号 不3-09 物件 土地

見積価額（最低入札価格）
1,500,000円
公売保証金
150,000円

備
考
農業委員会発行の買受適格証明が必要です。
敷地内に電柱があります。
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平成28年度採用　豊岡市非常勤嘱託職員・臨時職員募集

非
常
勤
嘱
託
職
員

司書 ２人
図書館本館
または分館
のいずれか

図書館司書資格所持者ま
たは28年３月末までに取
得できる方

○ 図書館または分館
での司書業務など

報酬：月額159,700円
勤務：週５日（35時間）
休日：火曜日と他の１日の
週２日

舞台
操作員 ２人

市民会館・
ひぼこホー
ル

普通自動車運転免許所持
者で、できれば舞台操作、
音響操作、照明操作に従
事経験のある方

○
ホールの舞台設備
操作および貸館管
理業務など

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日：火曜日と他の１日の
週２日

場長 １人 円山川運動
公園

普通自動車運転免許所持
者

場長業務および園
内の草刈り、清掃
など

報酬：月額164,900円
勤務：週５日（35時間）
休日：火曜日と他の１日の
週２日

消費生活
相談員 １人 生活環境課

消費生活専門相談員、消
費生活アドバイザー、消
費生活コンサルタントの
いずれかの資格を取得も
しくは取得に意欲のある
方

○

消費生活に関する
相談受付、問題解
決のための助言、
あっせん、情報提
供など

報酬：月額164,900円
※消費生活専門相談員は

171,900円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、
祝日

看護師 １人 休日急病診
療所

看護師もしくは准看護師
免許所持者または平成28
年３月末までに取得でき
る方

看護師業務など

報酬：日額15,000円
勤務： 日曜日、祝日、１月
１日～３日および12月31日
のうち、看護師３人中２人
の１日交代制

ポンプ
操作員 ２人

八条または
八代排水機
場（八代排
水機場は防
災センター
管理を含
む）

危険物取扱者免状乙種第
４類所持者または平成28
年３月末までに取得でき
る方

排水機場でのポン
プなど操作および
業者点検の立会、
設備の保守管理、
施設の清掃管理な
ど

報酬：月額148,000円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、
祝日※大雨・台風等出水時
は、曜日、時間等に関係な
く勤務が必要

運動遊び
指導員 １人 こども育成

課

保育士資格もしくは幼稚
園・小学校・中学校のい
ずれかの教諭免許所持者
または平成28年３月末ま
でに取得できる方で、普
通自動車運転免許所持者

○

保育園・幼稚園・
子育てセンター・
公民館等での運動
遊びの巡回指導、
保育士・幼稚園教
諭等の指導および
運動遊びの普及啓
発業務など

報酬：月額159,700円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、
祝日

子育て
指導員 １人 子育てセン

ター

保育士資格もしくは幼稚
園・小学校のいずれかの
教論免許所持者または平
成28年３月末までに取得
できる方で、普通自動車
運転免許所持者

○
子育てセンターま
たは地域での子育
て相談、指導業務
など

報酬：月額159,700円
勤務：週５日（35時間）
休日：月曜日または火曜日
と土・日曜日のいずれか１
日の週２日、祝日（ただし、
祝日出勤となる場合あり）

放課後
児童
クラブ
指導
補助員

１人
各放課後児
童クラブの
いずれか

次の①または②いずれか
に該当する方
①保育士資格もしくは幼
稚園・小学校・中学校・
高等学校のいずれかの教
諭免許所持者または平成
28年３月末までに取得で
きる方
②大学（短大含む）または
大学院において、社会福
祉学、心理学、教育学、
社会学、芸術学、体育学
を専修する学科を修めて
卒業した方または平成28
年３月末までに卒業でき
る方

○

放課後児童クラブ
における児童の安
全管理、生活指導
および遊びの指導
などの補助

報酬：時間額880円
勤務：週５日（23時間）
休日：土・日曜日の週２日、
祝日

パート
保育士 １人 八条認定こ

ども園
保育士資格所持者または
平成28年３月末までに取
得できる方

保育業務
報酬：月額133,100円
勤務：週５日（30時間）
休日：日曜日と他の１日の
週２日、祝日

パート
保育
補助員

１人 合橋認定こ
ども園 特になし

７時30分から早朝
約２時間の保育補
助など

報酬：月額51,300円
勤務：週６日（12時間）
休日：日曜日の週１日、祝日

区
分 職種 募集人数 勤務先（予定） 職務内容 勤務条件（予定）パソ

コン
応募資格

または条件など
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電話交換員
兼事務員

（障害者対象）
１人 城崎振興局

地域振興課

身体障害者手帳の交付を
受け、自力による通勤が
でき、かつ介護者なしに
職務の遂行が可能な方

○ 電話交換業務およ
び一般事務など

報酬：月額153,800円
勤務：週５日（35時間）
休日：土・日曜日の週２日、
祝日

《雇用期間》　４月１日～平成29年３月31日

臨
時
職
員

保育士・
幼稚園
教諭

85人程度
保育園、幼
稚園または
認定こども
園

保育士資格または幼稚園
教諭免許（修了確認期限
内であること）所持者も
しくは平成28年３月末ま
でに取得できる方

保育業務、幼児教
育業務など

賃金：日額7,500円
※在職年数等で月額の場合あり
勤務：週５日（１日７時間45分）
休日：保育園および認定こど
も園は、日曜日および他の１
日の週２日、祝日　幼稚園は、
土・日曜日の週２日、祝日

一般事務
補助員 35人程度

本庁、各振
興局または
出先事務所
など

高等学校卒業程度以上の
卒業資格のある方 ○ 一般行政事務の事

務補助など

賃金：日額6,600円
勤務：１日７時間45分で週５日
休日：原則、土・日曜日の週２
日、祝日（配属先により異なる）

指導
補助員
（子育て）

２人

子育て総合
センターま
たは日高子
育てセンタ
ー

保育士資格もしくは幼稚
園・小学校のいずれかの
教論免許所持者または平
成28年３月末までに取得
できる方

○
子育て相談、遊び
の指導、事務補助
など

賃金：日額7,500円
勤務：１日７時間45分で週５日
休日：火曜日（子育て総合セ
ンター）または月曜日（日高子
育てセンター）と土・日曜日の
いずれか１日の週２日、祝日

調理員 日高：７人
出石：５人

日高または
出石学校給
食センター

健康で体力に自信のある
方

学校給食の調理業
務（原則、夏・冬・
春休み期間中の勤
務はありません。）

賃金：日額6,600円
勤務：１日７時間45分で週５日
休日：土・日曜日の週２日、祝日

パート
調理員Ａ 24人程度 豊岡学校給

食センター

賃金：時間額910円
勤務：１日６時間程度の週
５日で調整
休日：土・日曜日の週２日、祝日

パート
調理員Ｂ

日高：３人
出石：４人

日高または
出石学校給
食センター

賃金：時間額910円
勤務：１日４時間の週５日
休日：土・日曜日の週２日、祝日

用務員 ８人

城崎温泉の
外湯各浴場

健康で体力に自信があ
り、土・日曜日、祝日お
よび早朝、夜の勤務が可
能な方

接客、清掃業務な
ど

賃金：日額7,000円
勤務：週38時間45分（５日）
以内の勤務で調整
休日：週２日以上で調整

浴場清掃
員 ６人

健康で体力に自信があ
り、土・日曜日、祝日お
よび深夜の勤務が可能な
方

浴場の深夜清掃業
務など

賃金：日額8,500円
※勤務場所により日額7,000円
勤務：１日６時間で週６日
の深夜を基本とする勤務
休日：週１日で調整

管理員 ２人
市民会館ま
たはひぼこ
ホール

施設管理業務に意欲のあ
る方 ○

施設管理業務、受
付、ホールの舞台
業務など

賃金：日額6,600円
勤務：１日７時間45分で週５日
休日：火曜日と他１日で調整

《雇用期間》　【保育士・幼稚園教諭】　４月１日～９月30日
　　　　　　【それ以外の職種】　　　４月３日～９月30日
※いずれも、雇用期間満了時の業務量、勤務成績・態度、能力により、最長６カ月の範囲内で更新する場合があります。

【共通事項】
《応募資格》
・用務員、浴場清掃員、看護師は、昭和26年４月２日以
降に生まれた方、それ以外の職種は、昭和31年４月２
日以降に生まれた方
・応募資格中のパソコン欄に○印のある職種は、パソコ
ン（ワード・エクセル）操作ができる方。

・応募資格中の普通自動車運転免許所持者は、実運転経
験年数が１年以上で、申込み以前１年以上無事故無違
反、かつ、過去５年間に軽微な事故、違反（減点２点
以下）が２回までの方

《選考試験》
【一般事務補助員】
一次試験　適性検査試験〔能力（言語、数理、論理、
マナーなど）〕
二次試験　面接試験

【運動遊び指導員】
面接試験・運動実技試験〔マット（側転、前転）、短縄
跳び、鉄棒（逆上がり、前回り降り）〕

【司書】
　面接試験・作文試験

【その他の職種】
　面接試験
※必要に応じ、面接時にパソコン操作試験を実施します。
※日時・場所は受付時に連絡します。
《受付期間》
１月４日（月）～１月15日（金）
※土・日曜日、祝日、執務時間（午前８時30分～午後５
時15分）外は受付できません。

《申込方法》
　申込書（職員課に備付けのもの）に記入、押印、写真貼
付の上、資格・免許などの写しを添えて提出してくださ
い。一般事務補助員希望の方は、配属先希望順位調書を
併せて提出してください。
※職員課および各振興局地域振興課で配布します。
※応募は上記職種のうち１職種（各学校給食センターは
一つの勤務先）に限ります。また、嘱託職員と臨時職
員との同時申込みもできません。

《申込み・問合せ》職員課（本庁舎４階）　☎23-1326

区
分 職種 募集人数 勤務先（予定） 職務内容 勤務条件（予定）パソ

コン
応募資格

または条件など
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　市では、税の公平性と自主財源の確保を図る
ため、１～３月を「税収確保重点期間」と定め、市
税の滞納があり、納付も納税の相談もない方に
対し、差し押さえなどの滞納処分を強化します。
　市税の納付が困難な場合、滞納を放置せず、

　平成27年分（平成27年１月１日～12月31日）の所
得税の確定申告・市県民税の申告期間は、平成28
年２月16日（火）から３月15日（火）までです。
　この期間、市では本庁舎・各地域の庁舎に申告
相談会場を設置しますが、各会場とも相当な混雑
が予想されます。早めの準備をお願いします。
※例年２月上旬に行っていた年金所得者の確定申
　告の事前集合指導は、本年度から廃止します。
▼次の書類は、事前に作成してからお越しくださ
　い。
▽事業（営業、農業）・不動産所得の収支内訳書
▽医療費控除（医療機関の領収書等）の受診者・医
　療機関ごとの集計表
▼次の書類は、平成27年分であることを確認の
上、全てを持参してください。

▽給与所得、公的年金等の源泉徴収票
▽各種控除に必要な証明書類

まずは、相談してください。
　また、納税は便利な口座振
替もできますので、ぜひ、利
用してください。
《問合せ》税務課☎23-1118

▼次の方は、直接、税務署に申告をお願いします。
①土地、建物、または株式等の譲渡所得のある方
②青色申告の方
③繰越損失のある方
④雑損控除のある方
⑤住宅借入金等特別控除のある方で初年度の方
⑥消費税、贈与税の申告
※①～④に該当する方で、確定申告書の提出が不
　要な場合は除きます。
　各会場とも、相談の受付時間を設定しています
が、受付人数を制限します。また、所得税の確定
申告は、e

イータックス

-Taxにより自宅のパソコンでできます。
　申告相談の日程や会場などは、広報とよおか２
月号でお知らせします。
《問合せ》所得税確定申告：豊岡税務署個人課
税第１部門☎22-2144、市県民税申告：市役所
税務課☎21-9045

市税の納付に困ったら相談を

所得税の確定申告等の準備はお早めに

税収確保重点期間　１～３月

申告期間 平成28年２月16日～３月15日

公
的
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
へ

確
定
申
告
が
不
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

《
問
合
せ
》
豊
岡
税
務
署
個
人
課
税
第
１
部
門
☎
22

－

2
1
4
4

次の①と②の両方に該当する場合は、
所得税および復興特別所得税の
確定申告（提出・納税）が不要です。

①公的年金等の収入金額の合計額が、400万円以下
　複数から受給されている場合は、その合計額です。
②｢公的年金等に係る雑所得｣以外の所得金額が、20万円以下
　例えば、給与所得の場合は、収入金額が85万円以下のときが当てはまります。
　【85万円（給与収入金額）－65万円（給与所得控除額）＝20万円（給与所得金額）】

※①と②の両方に該当する場合でも、所得税および復興特別所得税の還付を
受ける方は、確定申告書の提出が必要です。

　所得税および復興特別所得税の確定申告が不要でも、住民税の申
告が必要になる場合があります。詳しくは、市役所税務課（☎21-
9045）に問い合わせてください。

注意してください！
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日日時・期間　所場所　内内容　対対象　定定員　￥参加費・料金　持持ち物　申申込み　他その他　問問合せ先
Ｆファクス番号　Ｍメールアドレス　Ｈホームページ
※￥のないものは無料です。　定で抽選などの記載がないものは先着順です。持のないものは申込時に確認してください。

くらしの 報情
施設イベント

日本・モンゴル民族博物館　但東町中山　☎56-1000　 F 56-1022　◆休館＝㊌
行事名／内容 日時 備考

第69回企画展　｢カザフの天幕－文様に込められた家族へ
の想い－｣
　モンゴル国西部のバヤンウルギー県で暮らすカザフの
人々の伝統的文化の一つが、女性による住居内部の装飾で
す。現地の色鮮やかな刺

し
繍
しゅう
・壁掛け布などを展示

４/12㊋まで
９：30～17：00
（入館は16：30
まで）

￥一般500円、大学生・高校生
300円、65歳以上250円、小・中学
生200円（ココロンカード提示で
無料）、障害者手帳をお持ちの方
は半額

豊岡市民プラザ　大手町　☎24-3000　 F 24-3004　Ｍ info@platz-npo.com　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

第９回新春ファミリー音楽祭
　公募で決定した家族・親戚による歌、楽器演奏、踊りその他のパ
フォーマンス。家族ならではの、息の合った歌や演奏を楽しんでく
ださい。

１/24㊐
14：00～

豊岡市民プラザ演劇プロジェクト公演『豊岡駅前小鳥店Ⅲ』
　南

みなみ

河
かわ

内
ち

万
ばん

歳
ざい

一
いち

座
ざ

座長・内藤裕
ひろ

敬
のり

作・演出による演劇発表公演。豊
岡のまちの姿と空を飛ぶコウノトリ、そこに生きる人々をテーマに
描くわがまちの物語

２/20㊏
19：00～
２/21㊐
14：00～

￥全席自由一般1,000円
（当日200円増）、高校生
以下無料（要整理券）

城崎国際アートセンター　城崎町湯島　☎32-3888　 F 32-3898　Ｍ info@kiac.jp　◆休館＝㊋
行事名／内容 日時 備考

白井剛×中川賢一×堀井哲史　東京文化会館　新作公演
『ON-MYAKU 2016－see/do/be tone̶』公開リハーサル
　各分野の第一線で活躍する白井　剛

つよし

（ダンサー）、中川賢一
（ピアニスト）、堀井哲

さと

史
し

（映像クリエーター）の３人のコラボ
レーション。１月末に東京文化会館で上演する新作舞台の本
番直前の公開リハーサル

１/18㊊
18：00～

申①代表者氏名②人数③連
絡先を連絡
◆一時保育＝１/８㊎までに
電話
申未就学児の入場不可

全国児童・青少年演劇協議会｢児童演劇わいわいスクール｣
　子どものためにお芝居をしている人たちが全国から集合！
どなたでも参加できます。①ピエロワークショップ②人形劇
ワークショップ③パントマイムワークショップ④｢人形劇の
海外論文を読むin城崎｣セミナー⑤｢子どものために手をつな
ぐ～いま、親、学校そして大人ができること～｣講演会⑥リ
ーディングワークショップ｢平和のための群読｣

①②１/22㊎
18：00～20：30
③④１/23㊏
10：00～12：30
⑤１/24㊐
13：00～15：00
⑥15：30～18：00

￥④⑤500円、①②③⑥無料
申①代表者氏名②人数③希
望の回④連絡先を連絡
◆一時保育＝１/15㊎までに
電話
定①～④⑥20人、⑤100人
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内
）☎
21

9
0
2
4

あ
い
う
え
お
茶
会

日
1
月
10
日
㊐
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
所
あ
い
う
え
お
事
務
所

（
昭
和
町
）内
在
住
外
国
人
と
正
月

の
遊
び
を
楽
し
む
問
に
ほ
ん
ご
豊

岡
あ
い
う
え
お
☎
20

4
0
3
7

冬
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
1
月
24
日
㊐
午
後
1
時
45
分
〜

4
時
15
分
所
県
立
大
学
豊
岡
ジ

オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス（
祥

雲
寺
）内
研
究
科
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
、
入
試
の
説
明
▽
施
設
や
フ
ィ

ー
ル
ド
の
見
学
▽
展
示
に
よ
る
大

学
院
生
の
研
究
紹
介
▽
個
別
相
談

&
在
学
生
と
の
交
流
な
ど
問
豊
岡

ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス

学
務
課
☎
34

6
0
7
9

円
山
川
公
苑
所
蔵
作
品
展

日
開
催
中
〜
1
月
31
日
㊐
午
前
9

時
〜
午
後
5
時
所
県
立
円
山
川
公

苑
美
術
館
内
郷
土
ゆ
か
り
の
作
家

た
ち
の
代
表
作
の
展
示
￥
大
人
2

1　
0
円
、高
校
生
・
65
歳
以
上
1　
0

　
0
円
、
小
・
中
学
生
無
料
※
団
体

割
引
、
障
害
者
割
引
あ
り
問
県
立

円
山
川
公
苑
☎
28

3
0
8
5

運
動
あ
そ
び
を
楽
し
も
う
！

日
1
月
18
日
㊊
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分
所
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス

保
育
園
内
運
動
遊
び
指
導
員
と
親

子
で
運
動
遊
び
対
2
〜
3
歳
程
度

の
子
ど
も
と
保
護
者
定
20
組
申
1

月
8
日
㊎
〜
15
日
㊎
に
問
に
電
話

問
チ
ャ
イ
ル
ド
ハ
ウ
ス
保
育
園
☎

29

3
9
0
0

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

日
2
月
7
日
㊐
午
前
11
時
〜
午
後

4
時
、
20
日
㊏
正
午
〜
午
後
5
時

※
入
退
場
自
由
所
梅
田
ス
カ
イ
ビ

ル
タ
ワ
ー
ウ
エ
ス
ト
10
階（
大
阪

市
）内
大
学
等
ご
と
に
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
教
職
員
が
回
答
対

一
般
お
よ
び
高
校
生
問
私
立
大
学

通
信
教
育
協
会
☎
03

3
8
1
8

3
8
7
0

募
集

「
足
ナ
ビ
」に
掲
載
す
る
有
料
広
告

◆
掲
載
物
＝
豊
岡
市
公
共
交
通
情

報
誌「
足
ナ
ビ
」（
Ａ
4
、
全
40
ペ

ー
ジ
）※
鉄
道
や
バ
ス
ダ
イ
ヤ
な

ど
、
市
内
の
公
共
交
通
情
報
を
ま

と
め
た
冊
子
◆
広
告
サ
イ
ズ
＝
縦

3
㎝
×
横
8
㎝
◆
募
集
枠
数
＝
45

枠
※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
￥
1
枠
2
万
円
申
1
月
29
日

㊎
ま
で
に
問
に
電
話
他
掲
載
位

置
：
中
面
の
い
ず
れ
か
の
ペ
ー
ジ

▽
配
布
先
：
市
内
全
戸
お
よ
び
地

区
公
民
館
等
の
市
内
各
施
設（
約

3
万
4
千
部
）▽
配
布（
使
用
）期

間
：
平
成
28
年
4
月
1
日
〜
29
年

3
月
31
日
※
期
間
内
に
作
成
部
数

が
な
く
な
り
次
第
終
了
問
都
市
整

備
課
☎
23

1
7
1
2

（
看
護
）小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所

対
法
人
格
を
有
し
①
介
護
保
険
法

第
78
条
の
2
第
4
項
に
該
当
し
な

広報とよおか 2016（平成28）年1月号　 22



しめ縄づくりに挑戦！

（表紙写真）
門松・しめ縄づくり教室
　12月13日、竹野南森林公園で
｢門松・しめ縄づくり教室｣が開
催されました。
　竹野南里山の会の指導のもと、
竹を切ったりわらをたたくとこ
ろから挑戦。立派な門松としめ
縄が完成したあとは、みんなで
温かい昼食を食べて交流しまし
た。

23　 広報とよおか 2016（平成28）年1月号

い
等
②
平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で

に
整
備
着
手（
着
工
）し
、
29
年
3

月
31
日
ま
で
に
介
護
保
険
法
に
基

づ
く
事
業
所
指
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
│
事
業
者
定
1
事
業
所

（
登
録
定
員
29
人
）申
1
月
15
日
㊎

ま
で
に
高
年
介
護
課
に
あ
る
応
募

書
類（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
）を
問
に
提
出
他
整
備
圏
域
：

但
東
圏
域
▽
補
助
金（
上
限
）：
事

業
所
整
備
分
…
3
2
0
0
万
円
、

開
設
準
備
分
…
5
5
8
万
9
千
円

問
高
年
介
護
課
☎
24

2
4
0
1

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
補
助
員

◆
勤
務
期
間
＝
平
成
28
年
4
月
〜

29
年
3
月
の
週
3
〜
5
日
程
度
◆

勤
務
時
間
＝
平
日
：
午
後
2
時
〜

6
時
30
分
の
3
時
間
程
度
、
夏
休

み
等
休
校
日
：
午
前
8
時
〜
午
後

6
時
30
分
の
5
時
間
程
度
※
社
会

保
険
な
ど
に
は
加
入
し
ま
せ
ん
◆

賃
金
＝
時
給
8
9
0
円（
保
育
士

等
の
資
格
あ
り
）、8
0
0
円（
資

格
な
し
）申
2
月
10
日
㊌
ま
で
に

市
販
の
履
歴
書
を
問
に
提
出
※
資

格
所
持
者
は
写
し
を
添
付
問
こ
ど

も
育
成
課
☎
29

0
0
5
3

地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
推

進
計
画
の
策
定
委
員

◆
任
期
＝
委
嘱
日
〜
平
成
29
年
3

月
31
日
対
市
内
在
住
の
20
歳
以
上

（
1
月
1
日
現
在
）の
方
で
、
地
域

福
祉
に
関
心
が
あ
り
、委
員
会（
平

日
昼
間
の
会
議
）に
出
席
で
き
る

方（
任
期
中
に
7
回
程
度
、
1
回

目
は
2
月
に
開
催
予
定
）定
2
人

以
内
◆
報
酬
＝
委
員
会
に
出
席
し

た
場
合
、
規
程
に
よ
る
報
酬
を
支

払
い
申
1
月
15
日
㊎
ま
で
に
社
会

福
祉
課
、
各
振
興
局
市
民
福
祉
課

ま
た
は
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
あ
る
応
募
用
紙（
市
、
社
会
福

祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
）を
問
に
提
出
問
社
会
福
祉
課

☎
24

7
0
3
3
ま
た
は
豊
岡
市

社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課
☎

23

2
5
7
3

城
崎
温
泉
区
営
浴
場（
外
湯
）

業
務
受
託
者

内
外
湯
接
客
お
よ
び
管
理
業
務
な

ど
対
67
歳
ま
で
の
健
康
な
方
定
11

組（
男
性
1
人
、
女
性
1
人
の
2

人
で
1
組
）◆
委
託
料
＝
月
額
約

50
万
円（
浴
場
・
時
間
帯
で
異
な

る
）申
1
月
5
日
㊋
〜
26
日
㊋
に

城
崎
温
泉
課
に
あ
る
応
募
用
紙
を

問
に
提
出
他
委
託
予
定
：
平
成
28

年
4
月
か
ら
2
年
間
問
城
崎
温
泉

課
☎
32

0
1
1
7

豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
は
ー
と
ピ
ー
」参
加
者

第
27
回
イ
ベ
ン
ト『
恋
カ
ラL

ラ

ブ

O
V
E

♥
2
0
1
6
』ミ
ス
モ
で
盛
り
上

が
り
ま
し
ょ
う
‼

日
1
月
16
日
㊏
男
性
：
午
後
6
時

15
分
、
女
性
：
午
後
6
時
45
分
所

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
ス
タ
ジ
オ
ミ

ス
モ（
日
撫
）内
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
交
流
対
20
〜
40
歳
の
独
身
男
女

※
男
性
は
本
市
在
住
ま
た
は
在

勤
の
方
定
男
女
各
12
人
￥
男
性

3
5
0
0
円
、
女
性
1
5
0
0
円

申
1
月
12
日
㊋
ま
で
に
参
加
イ
ベ

ン
ト
名
、
氏
名
、
携
帯
電
話
番

号
、
住
所
、
生
年
月
日
を
問
に
連

絡
問
豊
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
地

域
福
祉
課
☎
23

2
5
7
3
Ｍ

heart-p@
toyooka-w

el.jp

Ｈ
あ

り大
学
院
体
験
レ
ク
チ
ャ
ー
参
加
者

日
1
月
31
日
㊐
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
県
立
大
学
豊
岡
ジ
オ
・
コ

ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ
ン
パ
ス（
祥
雲
寺
）内

研
究
科
の
概
要
、
地
域
資
源
に
関

す
る
大
学
院
模
擬
講
義
、
教
員
・

在
校
生
と
の
懇
談
な
ど
問
県
立
大

学
豊
岡
ジ
オ
・
コ
ウ
ノ
ト
リ
キ
ャ

ン
パ
ス
学
務
課
☎
34

6
0
7
9

と
よ
お
か
福
祉
会
正
規
職
員

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
支
援
員
・

若
干
名
対
次
の
条
件
を
全
て
満
た

す
方
▽
昭
和
50
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
、
高
校
卒
業
以
上
※
見

込
み
可
▽
普
通
自
動
車
運
転
免
許

所
持
者
▽
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
を

使
え
る
◆
試
験
日
＝
2
月
7
日
㊐

◆
採
用
予
定
日
＝
平
成
28
年
4
月

1
日
申
2
月
1
日
㊊
ま
で
に
必
要

書
類
を
問
に
提
出
問
と
よ
お
か
福

祉
会
☎
24

8
6
5
5



公
立
豊
岡
病
院
組
合
職
員

◆
募
集
職
種
・
人
数
＝
言
語
聴
覚

士
・
若
干
名
対
言
語
聴
覚
士
免
許

を
有
す
る
40
歳
以
下
の
方
※
見
込

み
可
◆
試
験
日
＝
1
月
24
日
㊐
◆

採
用
予
定
日
＝
平
成
28
年
4
月
1

日
申
1
月
18
日
㊊
ま
で
に
必
要
書

類
を
問
に
提
出
問
統
轄
管
理
事
務

所
人
事
課
☎
22

6
1
1
1

但
馬
ド
ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

〜
冬
物
語
〜

ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
参
加
者
募
集

日
前
夜
祭
：
2
月
13
日
㊏
午
後
4

時
〜
8
時
※
L
E
D
ス
カ
イ
ラ
ン

タ
ン
の
リ
リ
ー
ス
は
午
後
7
時
30

分
ご
ろ
内
ラ
ン
タ
ン
5
0
0
個
を

ド
ー
ム
内
に
放
つ
￥
ラ
ン
タ
ン
1

個
2
千
円
申
代
表
者
氏
名
、
住
所
、

年
齢
、
性
別
、
連
絡
先
、
申
込
個

数
、
参
加
人
数
を
記
入
し
問
に
往

復
は
が
き
で
郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会
出
演
者
募
集

日
前
夜
祭
：
2
月
13
日
㊏
午
後
4

時
30
分
〜
6
時
30
分
▽
本
祭
：
2

月
14
日
㊐
午
前
11
時
〜
午
後
1
時

￥
千
円
定
各
5
団
体
申
1
月
29
日

㊎
ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙
を
問

に
提
出【
共
通
事
項
】所
県
立
但
馬

ド
ー
ム
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
問

県
立
但
馬
ド
ー
ム（
〒
6
6
8

5
3
7
9
、
日
高
町
名
色
88

50
）☎
45

1
9
0
0
Ｍinfo@

tajim
adom

e.jp

集
い
の
場
・
生
活
支
援
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

◆
活
動
内
容
＝
通
所
型
：
利
用
者

の
見
守
り
、
話
相
手
な
ど
▽
訪
問

型
：
食
事
の
配
達
、見
守
り
・
安
否

確
認
、話
相
手
な
ど
※
具
体
的
な

内
容
、活
動
日
は
受
託
団
体
と
調
整

問
高
年
介
護
課
☎
29

0
0
5
5

ま
た
は
各
事
業
受
託
団
体

県
立
但
馬
技
術
大
学
校
学
生

◆
募
集
学
科
＝
機
械
制
御
工
学
科
、

建
築
工
学
科
、
自
動
車
工
学
科
◆

試
験
日
＝
1
月
23
日
㊏
申
1
月
15

日
㊎
ま
で
に
必
要
書
類
を
問
に
提

出
問
県
立
但
馬
技
術
大
学
校
☎
24

2
2
3
3

神
鍋
高
原
市
民
ス
キ
ー
大
会

参
加
者

日
2
月
7
日
㊐
午
前
9
時
〜（
受

付
：
午
前
8
時
〜
）※
気
象
状
況

な
ど
で
開
催
で
き
な
い
場
合
は
、

3
月
13
日
㊐
に
延
期
。
雪
不
足
で

中
止
の
場
合
は
、
1
週
間
前
に
決

定
所
神
鍋
高
原
ス
キ
ー
場
万
場
ゲ

レ
ン
デ
◆
競
技
種
目
＝
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム（
大
回
転
）2
本

の
合
計
タ
イ
ム
で
競
う
対
市
内
在

住
、
在
学
、
ま
た
は
在
勤
の
方
￥

小
・
中
学
生
5
0
0
円
、
高
校
生

以
上
千
円
申
1
月
28
日
㊍
ま
で
に

問
に
電
話
問
日
高
町
体
育
協
会
☎

44

0
4
4
0（
水
曜
定
休
）

平
成
28
年
度
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ「
キ
ッ
ズ
ガ
ー
デ
ン
」児
童

所
キ
ッ
ズ
ガ
ー
デ
ン（
戸
牧
）対
幼

稚
園（
4
・
5
歳
児
）〜
小
学
6
年

生
◆
開
園
時
間
＝
通
常
月
：
下
校

時
〜
午
後
7
時
▽
学
校
休
暇
日
・

代
休
日
：
午
前
8
時
〜
午
後
7
時

◆
休
園
日
＝
㊐
、
㊗
、
お
盆
、
年

末
年
始
申
12
月
26
日
㊏
〜
1
月
29

日
㊎
に
必
要
書
類
を
問
に
提
出
他

下
校
時
に
学
校
ま
で
迎
え
▽
一
時

預
か
り
、
長
期
休
暇
利
用
可
問
キ

ッ
ズ
ガ
ー
デ
ン
☎
24

4
8
0
1

放
送
大
学
か
ら

4
月
入
学
生
募
集

内
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
な
ど
を
通
じ
て
学
ぶ
申
2
月
29

日
㊊
ま
で（
第
1
回
）ま
た
は
3
月

1
日
〜
20
日（
第
2
回
）に
必
要
書

類
を
提
出

大
学
説
明
会
・
入
学
相
談
会

日
2
月
7
日
㊐
午
後
1
時
〜
4
時

所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
練
習
室
A
他

放
送
大
学
鳥
取
学
習
セ
ン
タ
ー
で

は
施
設
見
学
・
体
験
入
学
も
可

【
共
通
事
項
】問
放
送
大
学
鳥
取
学

習
セ
ン
タ
ー
☎
0
8
5
7

37

2
3
5
1

県
立
障
害
者
技
術
専
門
学
院

学
院
生

◆
募
集
科
目
＝
①
も
の
づ
く
り
科
、

ビ
ジ
ネ
ス
事
務
科
、
情
報
サ
ー
ビ

ス
科
②
総
合
実
務
科
対
①
身
体
等

に
障
害
の
あ
る
方
②
知
的
障
害
の

通所型（ささえ愛通所サロン）活動場所・事業受託団体
・つどい場銀ちゃんの家（泉町7-30☎23-8301）
・特別養護老人ホームここのか（九日市上町785☎21-9057）
・特別養護老人ホームはまなす苑（竹野町須谷433☎47-2200）
・地域交流　咲楽屋（出石町宵田9☎52-6644）
・合橋地区ささえ愛通所サロン愛の園（但東町小谷338-1☎52-7001）
訪問型（生活ささえ愛隊）活動範囲・事業受託団体
・豊岡（市街地）地区内（NPO銀ちゃんの家☎23-8301）
・八条地区内（特別養護老人ホームここのか☎21-9057）
・五荘地区、国府地区、日高地区内（ベンリー☎24-2460）
・福住地区内（NPO権利擁護あさひ☎52-6644）
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あ
る
方
申
1
月
4
日
㊊
〜
2
月
10

日
㊌
に
必
要
書
類
を
提
出
問
県
立

障
害
者
高
等
技
術
専
門
学
院
☎

0
7
8

9
2
7

3
2
3
0

離
職
者
等
再
就
職
訓
練
受
講
者

医
療
・
調
剤
事
務
コ
ー
ス

◆
訓
練
期
間
＝
2
月
2
日
㊋
〜
3

月
29
日
㊋
の
平
日
午
前
9
時
30
分

〜
午
後
4
時
30
分
所
㈱
ニ
チ
イ
学

館
姫
路
校
豊
岡
教
室（
正
法
寺
）内

病
院
・
診
療
所
・
調
剤
薬
局
関
連

で
の
業
務
に
必
要
な
知
識
の
習
得

対
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
込
み

を
し
て
い
て
、
公
共
職
業
安
定
所

長
の
受
講
指
示
、
受
講
推
薦
、
支

援
指
示
の
あ
る
方
定
14
人
￥
テ
キ

ス
ト
代
申
1
月
14
日
㊍
ま
で
に
問

に
連
絡
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
岡
☎

23

3
1
0
1

教
室
・
講
座

ス
マ
ー
ト
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

日
1
月
19
・
26
日
、
2
月
9
・
23

日
の
㊋
午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30

分
※
第
1
回
目
は
講
話
の
み
で
、午

前
10
時
〜
11
時
30
分
所
ウ
ェ
ル
ス

ト
ー
ク
豊
岡
1
階
調
理
実
習
室

内
健
康
講
話
・
調
理
実
習
対
血
圧

が
高
め
で
気
に
な
る
方
や
そ
の
家

族（
お
お
む
ね
20
〜
74
歳
の
方
）￥

6
0
0
円（
4
回
分
）定
20
人
申
1

月
5
日
㊋
〜
15
日
㊎
に
問
に
電
話

問
健
康
増
進
課
☎
24

7
0
3
4

普
通
救
命
講
習

日
1
月
23
日
㊏
午
前
9
時
〜
正
午

所
竹
野
地
区
公
民
館（
竹
野
庁
舎

2
階
）内
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇

生
法
▽
A
E
D（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）の
使
用
方
法
▽
大
出
血

時
の
止
血
法
▽
窒
息
時
の
処
置
定

30
人
申
1
月
20
日
㊌
ま
で
に
豊
岡

消
防
署
、
各
分
署
、
出
張
所
、
お

よ
び
駐
在
所
に
あ
る
申
込
用
紙

（
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
）を
問
に
提
出
問
豊
岡
消
防

署
救
急
係
☎
24

8
0
3
8

パ
ソ
コ
ン
点
訳
教
室

日
2
月
13
日
〜
3
月
12
日
の
㊏
午

前
10
時
〜
正
午（
全
5
回
）所
豊
岡

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
第
1
会
議
室

内
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
点
訳
対

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学（
高
校

生
以
上
）の
16
歳
以
上
で
、
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン（
付
属
品
を
含
む
）を

用
意
で
き
る
方
定
10
人
申
1
月
29

日
㊎
ま
で
に
問
に
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
問
社
会
福
祉
課
☎
24

7
0
3
3
Ｆ
24

4
5
1
6

第
50
回
但
馬
歴
史
講
演
会

日
1
月
24
日
㊐
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
50
分
所
日
高
地
区
公
民
館
多

目
的
ホ
ー
ル
内「
山
名
氏
の
終し
ゅ
う

焉え
ん

と
織
田
権
力
」講
師
：
歴
史
学
者
・

渡
邊
大
門
さ
ん
定
1
0
0
人
申
1

月
13
日
㊌
ま
で
に
問
に
電
話
問
但

馬
文
教
府
☎
22

4
4
0
7

第
６
回
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞

■
経
済
産
業
大
臣
賞

　
日
本
の
社
会
基
盤
を
支
え
る
平

均
ロ
ッ
ト
5
個
特
化
型
の
大
型
コ

イ
ル
バ
ネ
製
造
ラ
イ
ン
開
発

○
東
海
バ
ネ
工
業
株
式
会
社

▽
石
塚　

健た
け
し（
伊
丹
市
）

▽
小
谷
健
二（
川
西
市
）

▽
坪
口
幸
弘（
栃
江
）

▽
岡
森
直
哉（
庄
境
）

兵
庫
県
更
生
保
護
大
会

保
護
司
会
関
係

■
近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委

員
長
表
彰

▽
伊
藤
宏
俊（
竹
野
町
竹
野
）

▽
小こ

船ぶ
ね

章
夫（
日
高
町
日
置
）

▽
沼
田
盛
繁（
日
高
町
八
代
）

■
近
畿
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

▽
伊
坪
建
治（
江
本
）

▽
中
嶋
貴
太
郎（
日
高
町
羽
尻
）

▽
土
野
信
義（
出
石
町
寺
坂
）

▽
樋
口
忠
幸（
城
崎
町
湯
島
）

▽
安
岡
明
美（
日
高
町
山
宮
）

▽
山
崎　

基も
と
い（
下
陰
）

■
近
畿
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
感

　

謝
状（
内
助
功
労
者
）

▽
木
下
美
津
子（
中
央
町
）

保
護
司
会
・
更
生
保
護
女
性
関
係

■
近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委

　

員
長
感
謝
状

▽
大お
お

紫し

磨ま

紀
子（
竹
野
町
切
浜
）

■
近
畿
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長

　

表
彰

▽
三
木
妙
子（
日
高
町
夏
栗
）

第
61
回
青
少
年
読
書
感
想
文

 
兵
庫
県
コ
ン
ク
ー
ル

■
兵
庫
県
知
事
賞

▽
竹
田
朱
里（
福
住
小
学
校
1
年
）

▽
西
浦
航
生（
城
崎
小
学
校
2
年
）

▽
柴
田
真ま
な

翔と（
三
方
小
学
校
3
年
）

■
毎
日
新
聞
社
賞

▽
安
井
唯
夏（
田
鶴
野
小
学
校
4
年
）

（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す
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相
談

こ
こ
ろ
の
相
談
室

日
1
月
22
日
㊎
午
後
1
時
〜
4
時

30
分
※
1
人
1
時
間
程
度
所
立
野

庁
舎
内「
気
持
ち
が
落
ち
込
む
」

「
対
人
関
係
で
悩
ん
で
い
る
」な
ど
、

こ
こ
ろ
の
悩
み
を
臨
床
心
理
士
や

保
健
師
に
相
談
※
事
前
申
込
み
必

要
。
個
人
の
秘
密
は
厳
守
対
本
人

や
家
族
な
ど
申
問
健
康
増
進
課
☎

24

1
1
2
7

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会

日
2
月
8
日
㊊
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
※
1
人
30
分
所
豊
岡
稽

古
堂
1
階
交
流
室
1

2（
控
室

は
交
流
室
1

3
）内
消
費
者
問

題
、
多
重
債
務
な
ど
◆
相
談
＝
弁

護
士
・
菅
村
朋
子
さ
ん
定
6
人
申

2
月
4
日
㊍
ま
で
に
問
に
電
話
問

生
活
環
境
課
☎
21

9
0
0
1

司
法
書
士
に
よ
る

市
民
生
活
無
料
相
談
会

日
1
月
16
日
㊏
午
後
1
時
〜
8
時

※
予
約
制
所
豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
市

民
活
動
室
A
内
相
続
・
登
記
・
多

重
債
務
・
消
費
者
・
成
年
後
見
な

ど
の
相
談
申
問
兵
庫
県
司
法
書
士

会
但
馬
支
部
☎
23

8
0
1
1

行
政
書
士
に
よ
る

遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会

日
1
月
16
日
㊏
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
じ
ば
さ
んT

A
JIM

A

（
大

磯
町
）内
遺
言・相
続
の
相
談
申
問

兵
庫
県
行
政
書
士
会
但
馬
支
部
☎

0
7
9

6
6
2

6
5
6
9

そ
の
他

地
籍
調
査
成
果
の
登
記
完
了

　

次
の
区
域
が
、
地
籍
調
査
成
果

に
基
づ
く
登
記
の
書
き
換
え
を
完

了
し
た
旨
、
法
務
局
か
ら
通
知
が

あ
り
ま
し
た
。

所
岩
井　
手て

訳わ
け

、
福ふ
く

井い

谷だ
に

▽
城
崎

町
結む
す
ぶ　

上じ
ょ
う

ケが

谷だ
に

、
突と
つ

谷だ
に

、
宮み
や

ノの

上う
え

、
メ
ガ
チ
、
亀か
め

ノの

甲こ
う（

太
字
は

大
字
名
）問
地
籍
調
査
課
☎
21

9
0
6
4

平
成
28
年
度
社
会
体
育
施
設

使
用
希
望
調
査

◆
対
象
期
間
＝
平
成
28
年
4
月
1

日
〜
29
年
3
月
31
日
◆
対
象
施
設

＝
体
育
館
：
総
合
体
育
館
、
市
民

体
育
館
、
日
高
文
化
体
育
館
▽
野

球
場
：
こ
う
の
と
り
ス
タ
ジ
ア
ム
、

植
村
直
己
記
念
ス
ポ
ー
ツ
公
園
、

出
石
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
▽

そ
の
他
：
豊
岡
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

もったいない川柳応募作品紹介（氏名またはペンネーム･敬称略）
Ｉ
が
共
通
語 （
エ
コ
で
エ
エ
子
）

少
々
の
不
便
も
楽
し
中
古
品　

　

 

（
左
と
つ
ぜ
ん
）

「
お
は
よ
う
」の
言
葉
一
つ
に
元

気
づ
き 

（
一
起
）

ゴ
ミ
減
れ
ば
も
っ
た
い
な
い
も

減
っ
て
行
く 

（
十
六
夜
）

路
線
バ
ス
金
は
喰
っ
て
も
空
気

だ
け 

（
愛
賽
家
）

時
は
金
う
ま
く
使
う
も
エ
コ
の

う
ち 

（
小
川
昌
子
）

幸
せ
の
カ
ケ
ラ
は
小
さ
な
も
っ

た
い
な
い 

（
奥
田
雅
信
）

贅
沢
も
ほ
ど
ほ
ど
で
良
い
も
っ

た
い
な
い 

（
尾
﨑
米
子
）

も
っ
た
い
な
い
思
え
ば
で
き
る

ダ
イ
エ
ッ
ト 

（
小
田
道
夫
）

「
も
っ
た
い
な
い
」不
況
が
死
語

を
掘
り
起
こ
す （
小
田
中
準
一
）

言
う
だ
け
で
や
ら
な
い
な
ん
て

モ
ッ
タ
イ
ナ
イ 

（
小
野
篁
）

◆
高
校
生
以
下
の
部

今
思
う
先
人
の
知
恵
す
ば
ら
し

い
！ 

（
戸
田
山
愛
華
）

さ
り
げ
な
く
明
か
り
消
す
君
い

い
感
じ 

（
さ
さ
き
の
ぼ
る
）

ほ
ど
ほ
ど
に
地
球
の
温
度
が
上

が
っ
て
る 

（
中
田
若
那
）

要
り
ま
せ
ん
一
言
発
せ
ば
エ
コ

へ
の
一
歩 

（
二
位
雪
奈
）

寒
い
冬
厚
着
を
す
れ
ば
寒
く
な

い 

（
深
井
結
希
）

◆
一
般
の
部

豪
雪
は
雪
室
に
し
て
春
が
来
ぬ

 

（
石
井
八
千
代
）

地
球
に
も
体
に
も
い
い
ペ
ダ
ル

踏
み 

（
石
畝
秀
高
）

プ
チ
エ
コ
で
少
酒
禁
煙
腹
八
分

 

（goodone

）

食
べ
残
し
ド
ギ
ー
バ
ッ
グ
で
持

ち
帰
り （
り
ょ
う
ち
ゃ
ん
マ
マ
）

も
っ
た
い
な
い
ま
だ
使
え
る
よ

こ
の
ワ
タ
シ 

（
伊
藤
克
明
）

飽
食
に
敢
え
て
忘
れ
た
も
っ
た

い
な
い 

（
井
上
清
）

こ
の
カ
バ
ン
母
の
昔
の
服
ら
し

い 

（
黄
く
ま
）

臨
終
の
母
の
教
え
は
も
っ
た
い

な
い 

（
上
野
翠
）

埋
も
れ
る
家
電
の
ゴ
ミ
は
宝
物

 

（
上
野
天
井
）

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
の
基
本
よ

も
っ
た
い
な
い （
あ
ー
さ
ま
ま
）

修
理
し
て
活
か
せ
ば
宝
に
変
わ

る
ゴ
ミ 

（
梅
山
す
み
江
）

婚
活
も
エ
コ
優
先
で
お
隣
さ
ん

 
（
ガ
ビ
ー
ン
）

大
丈
夫
使
え
る
モ
ノ
は
二
度
三

度 
 （

大
石
敏
和
）

腰
湯
で
も
妻
と
入
れ
ば
ち
ょ
う

ど
い
い 

（
大
植
勝
）

勿
体
な
い
と
い
い
乍
ら
ケ
ー
キ
ほ

ほ
ば
ろ
孫
笑
う （
太
田
は
る
ゑ
）

エ
コ
社
会
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
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健
康
情
報
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
0
1
2
0

9
7
9

4
5
1

通
話
料
無
料

問
兵
庫
県
保
険
医
協
会
☎
0
7
8

3
9
3

1
8
0
3

ン
タ
ー
陸
上
競
技
場
、
円
山
川
運

動
公
園
、
神
美
台
ス
ポ
ー
ツ
公
園

申
1
月
13
日
㊌
ま
で
に
各
施
設
お

よ
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
に
あ
る
所

定
の
用
紙
を
問
に
持
参
他
使
用
申

込
み
は
、
㊏
㊐
㊗
等
に
行
う
大
会
、

行
事
な
ど
▽
希
望
者
が
重
複
す
る

場
合
は
、
各
代
表
者
に
よ
る
調
整

会
議（
2
月
予
定
、
別
途
連
絡
）で

調
整
。
た
だ
し
①
市
の
行
事
②
そ

の
他
一
般
の
行
事
③
営
利
目
的
行

事
│
の
順
に
優
先
▽
施
設
に
よ
り

使
用
で
き
な
い
期
間
あ
り
問
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
☎
21

9
0
2
3

第
十
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
遺
族

で
、
平
成
27
年
4
月
1
日
時
点
で

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
を
受
け

る
方
が
い
な
い
場
合
、
次
の
順
番

で
先
順
位
の
遺
族
1
人
に
特
別
弔

慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
遺
族
の
誰
か
が
既
に
手
続
し
て

い
る
場
合
は
、
改
め
て
手
続
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

内
額
面
25
万
円
の
国
庫
債
券（
年

間
5
万
円
を
5
年
間
）対
次
の
順

①
平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

（
主
に
配
偶
者
）②
子
③
❶
父
母
❷

孫（
戦
没
者
等
の
死
亡
時
に
出
生

し
て
い
た
方
）❸
祖
父
母
❹
兄
弟

姉
妹
※
生
計
関
係
の
有
無
等
で
順

位
が
異
な
る
④
①
〜
③
以
外
の
三

親
等
内
の
親
族（
戦
没
者
等
の
死

亡
時
ま
で
引
き
続
き
1
年
以
上
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
方
）申
平

成
30
年
4
月
2
日
ま
で
に
必
要
書

類
を
問
に
提
出
※
請
求
期
限
を
過

ぎ
る
と
、
時
効
に
よ
り
請
求
不
可

問
社
会
福
祉
課
☎
24

7
0
3
3

林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）

　

林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
?　

林
退
共
制

度
に
加
入
し
て
い
て
、
退
職
金
を

ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探

し
て
い
ま
す
。

　

自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い

た
か
分
か
ら
な
い
方
は
調
べ
ま
す
。

ま
た
、
罹り

災さ
い

さ
れ
た
共
済
契
約
者

お
よ
び
被
共
済
者
に
対
し
、
各
種

手
続（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職

金
の
請
求
等
）の
必
要
が
生
じ
た

場
合
は
速
や
か
に
対
応
し
ま
す
。

問
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
林
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部
☎
03

6
7
3
1

2
8
8
7

除
雪
機
に
よ
る
事
故
を
防
ご
う

　

除
雪
機
を
使
う
と
き
は
、
次
の

点
に
注
意
し
て
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

①
安
全
装
置
が
正
し
く
作
動
し
な

い
状
態
で
は
使
用
し
な
い
②
周
囲

に
人
が
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
、

人
を
近
づ
け
さ
せ
な
い
③
雪
詰
ま

り
を
取
り
除
く
と
き
は
、
エ
ン
ジ

ン
を
止
め
て
雪
か
き
棒
を
使
う
④

後
進
す
る
と
き
は
、
足
も
と
や
後

方
の
障
害
物
に
気
を
付
け
る

問
日
本
農
業
機
械
工
業
会
除
雪
機

安
全
協
議
会
☎
03

3
4
3
3

0
4
1
5

国
籍
事
務
の
取
扱
い
の
変
更

　

本
市
に
住
所
を
有
す
る
外
国
人

の
日
本
国
籍
の
取
得（
帰
化
・
国
籍

取
得
）は
神
戸
地
方
法
務
局
豊
岡

支
局
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
し
た
が
、

2
月
1
日
㊊
か
ら
神
戸
地
方
法
務

局
姫
路
支
局（
姫
路
市
北
条
1

2
5
0
、
☎
0
7
9

2
2
5

1
9
1
5
）で
取
り
扱
い
ま
す
。

問
神
戸
地
方
法
務
局
国
籍
課
☎

0
7
8

3
9
2

1
8
2
1

公
立
豊
岡
病
院
地
域
連
携

小
児
休
日
救
急
診
療
日
程

所
公
立
豊
岡
病
院
他
1
歳
以
上
の

小
児
で
、
緊
急
性
の
な
い
自
己
都

合
な
ど
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、

時
間
外
診
察
料
金
3
2
4
0
円
の

負
担
あ
り
問
公
立
豊
岡
病
院
救
急

受
付
☎
22

6
1
1
1

１月のテーマ
曜日 内　　容
月 太

ふと
腿
もも

の付け根の鼠
そ
径
けい

ヘルニア
火 外食で気をつけること

水 膵
すい

臓
ぞう

がんの話
木 繰り返す女性の膀

ぼう
胱
こう

炎
金～日 こどもの発達の遅れ
※６日㊌から放送再開
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月日 担当医師・
住所

1
月

17
日

赤松　亮
（九日市下町）

24
日

中沢　洋
（出石町本町）

※診療時間は、午前９時～
午後５時

 １月の納税
①市県民税（普通徴収）　第４期
②国民健康保険税（普通徴収）　第７期
納期限　２月１日（月）
納税は便利な口座振替を利用して
ください
問税務課☎23-1118または各振興

局市民福祉課

～臨時福祉給付金～
申請期限は２月３日㊌です
　市では給付金を受給できる可能性
がある方に申請書を送付し、８月３
日から申請を受け付けていますが、11
月30日現在、約3,500人の申請が済ん
でいません。
　申請がまだの方には、12月中旬に再
度申請書を送付しています。申請書
が届いた方は、忘れず
に申請してください。
　申請期限を過ぎると
給付金は支給できませ
ん。受給を希望する方
は、必ず期限内に申請
してください。
◇申請期限　２月３日㊌※消印有効
◇申請先　総務課または各振興局市
民福祉課
問総務課☎21-9068

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
0
1
2
0
–
95
–
0
1
7
8
▽
不
達
の
通
知
カ
ー
ド
は
本
庁
市
民
課
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
の
方
は
、
市
民
課
窓
口
ま
で（
運
転
免
許
証
等
本
人
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）☎
21
–
9
0
1
5



豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
い
ざ
と

い
う
と
き
の
生

活
を
、
現
役
世

代
み
ん
な
で
支

え
よ
う
と
い
う

考
え
で
作
ら
れ

た
仕
組
み
で
す
。

　

若
い
と
き
に
公
的
年
金
に
加
入

し
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と
で

①
老
後
②
病
気
や
け
が
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
③
家
族
の
働
き
手
が

死
亡
し
た
と
き
│
に
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。　

　

年
金
額
は「
年
金
額
の
ス
ラ
イ

ド
」で
実
質
価
値
を
維
持
す
る
た

め
改
定
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

基
礎
年
金
の
半
分
は
国
庫
負
担

（
税
金
）で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

加
入
案
内
は
、
20
歳
の
誕
生
日
月

に
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ

ま
す
の
で
、
必
ず
加
入
の
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

■
将
来
の
大
き
な
支
え

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
る
制
度
で
す
。
国
が
責
任
を
持

っ
て
運
営
す
る
た
め
安
定
し
て
お

り
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た

っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

■
老
後
の
た
め
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
取
っ
た

と
き
の
老
齢
年
金
の
他
、
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。
障

害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
、
ま
た
遺
族
年
金

は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
た
遺
族（「
子
の
あ
る
妻

（
夫
）」や「
子
」）が
受
け
取
れ
ま
す
。

■「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

学
生
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な

い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
対
象

は
、
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大

学（
大
学
院
）、
短
期
大
学
、
高
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ

び
各
種
学
校（
修
業
年
限
１
年
以

上
で
あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外

大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方

で
す
。

■「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、

本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
に
は
毎
月
納

付
と
、
１
カ
月
分
、
６
カ
月
分
、

１
年
分
、
２
年
分
を
前
払
い
す
る

方
法（
前
納
）が
あ
り
ま
す
。
前
納

制
度
を
利
用
す
る
と
、
保
険
料
が

割
引
か
れ
て
お
得
で
す
。
口
座
振

替
に
よ
る
前
納
は
、
現
金
納
付
に

比
べ
割
引
額
が
多
く
な
り
ま
す
。

▽
前
納
の
申
込
方
法
・
期
限

・
現
金
…
申
込
み
不
要（
送
付
さ

れ
る
納
付
書
で
支
払
い
）

・
口
座
振
替
…
口
座
振
替
を
希
望

す
る
金
融
機
関
の
窓
口
ま
た
は

豊
岡
年
金
事
務
所
で
２
月
29
日

（
月
）ま
で
に
手
続
き
。
口
座
振

替
申
込
用
紙
は
、
市
役
所
ま
た

は
各
振
興
局
の
年
金
窓
口
に
も

あ
り
ま
す
。

▽
前
納
の
支
払
期
日
・
方
法

・
現
金
…
４
月
上
旬
に
郵
送
さ
れ

る
納
付
書
で
、
５
月
２
日（
月
）

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

・
口
座
振
替
…
５
月
２
日（
月
）に

指
定
さ
れ
た
口
座
か
ら
引
き
落

と
し
。
ま
た
、
６
カ
月
前
納
の

方
の
２
回
目
の
振
替
日
は
、
10

月
31
日（
月
）で
す
。

●
前
納
に
よ
る
割
引
額

　

平
成
28
年
度
の
保
険
料
や
割
引

額
は
未
定
の
た
め
、
平
成
27
年
度

の
保
険
料
額
を
基
に
し
た
目
安
額

を
紹
介
し
ま
す
。

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
に
は
、
年
金
手
帳

な
ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
身
分
証
明
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
代
理
者
の
と
き
は
、

対
象
者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年

金
番
号
の
分
か
る
も
の
の
他
、
委

任
状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
を
準

備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
１
月
９
日（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
１
月
４
日（
月
）、
12
日（
火
）、

18
日（
月
）、
25
日（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

●
電
話
で
の
問
合
せ

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

１
１
６
５

・
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　

☎
03

6
7
0
0

１
１
６
５

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》

日
本
年
金
機
構
豊
岡
年
金
事
務
所

☎
22

0
9
4
8
、
市
役
所
市
民

課
☎
21

9
0
1
5
ま
た
は
各
振

興
局
市
民
福
祉
課

保
険
料
納
付
は

口
座
振
替
・
前
納
が
お
得
で
す

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

〜
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ
〜

納付方法 １カ月 ６カ月 １年分 ２年分

現金支払い（月々） 15,590円 93,540円 187,080円 382,200円

現金支払い（前納）
割引額 ̶ 92,780円

760円
183,760円
3,320円 ̶

口座振替（前納）
割引額

15,540円
（※早割）
50円 

92,480円
1,060円

183,160円
3,920円

366,840円
15,360円

※口座振替による毎月納付の早割は、随時受け付けています。

《保険料》

広報とよおか 2016（平成28）年1月号　 28



スノーボードに取り組む三兄弟
オリンピック出場を夢見て！

嶋
しま

﨑
さき

　玖
きゅう

君（９歳）・珀
はく

君（６歳）・玲
れい

君（２歳）弥栄町

数々の大会で優勝・入賞の実績を積み上げています

（左から）珀君、玲君、玖君

Toyooka Topics ―とよおかの“旬”な人と話題―

▲パネルディスカッションの様子

　11月29日、豊岡劇場（元町）で、｢地方創生｣ビジ
ネス・シンポジウムが行われ、豊岡中心市街地に
関わりのある民間の人やまちづくりに関わる市の
担当課長などが参加しました。
　県立大学経営学部教授の西井進

しん

剛
ごう

さんが｢『地方
創生』時代における地方都市の戦略づくり｣につい
て講演。パネルディスカッションでは、パネリス
ト５人が｢豊岡に今何が必要かを問う｣というテー
マで意見を交わしました。
　主催者である、豊岡劇場代表の石橋秀彦さんは
｢現在取り組んでいる文化的な事業と地元の製造
業との連携で、中心市街地の活性化に貢献したい」
と語りました。

豊岡劇場｢地方創生｣ビジネス・シンポジウム
豊岡の未来を考える

▲３部門同時にスタート

　11月23日、たけのこうえん（竹野町須谷）で、第
29回キューピットマラソン大会（主催・竹野町体
育協会）が開催され、約60人のランナーが３部門
（３㎞、５㎞、ジョギング）に分かれ、深まる紅葉
を楽しみながら走りました。
　コース近くにある猫崎半島がキューピットの愛
称で呼ばれていることから名付けられたキュー
ピットマラソン。親子で手をつないで走るラン
ナーや沿道から声援を送る地域の方など、和気あ
いあいとした雰囲気の中で大会は終了しました。
　少年野球のチームメートと参加した川口　温

はる

君
（竹野小５年）は｢みんなと走って面白かった｣と仲
間との絆を深めた様子でした。

キューピットマラソン大会
家族や友達との触れ合いを楽しむ

　
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
協
会
公
認

の
滑
走
技
術
試
験
で
、
最
難
関
の

1
級
を
取
得
し
て
い
る
長
男
の
玖

君
と
次
男
の
珀
君
。
玖
君
は
土
日

の
2
日
間
で
2
級
と
1
級
に
連
続

合
格
す
る
離
れ
業
を
成
し
遂
げ
、

珀
君
は
最
年
少
に
並
ぶ
5
歳
で
の

合
格
。
三
男
の
玲
君
も
二
人
の
背

中
を
追
い
、
1
歳
か
ら
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
を
始
め
ま
し
た
。

　
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
か
け
る
情
熱

は
誰
に
も
負
け
ま
せ
ん
。
シ
ー
ズ

ン
中
、
ゲ
レ
ン
デ
練
習
は
1
0
0

回
を
超
え
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
の
週

末
は
京
阪
神
な
ど
の
練
習
施
設
に

通
い
、
夏
休
み
に
は
山
梨
で
1
カ

月
超
の
合
宿
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
活
躍
の
背
景
に
あ
る
の
は
努
力

と
周
囲
の
温
か
い
協
力
。
香
美
町

で
ボ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
を
営
む
里
村

幸ゆ
き

夫お

さ
ん
は
、
人
脈
を
生
か
し
メ

ー
カ
ー
と
の
橋
渡
し
役
と
な
り
、

用
品
の
無
償
提
供
を
取
り
付
け
る

な
ど
、
陰
に
日
な
た
に
支
え
て
き

ま
し
た
。「
周
囲
の
協
力
に
は
感
謝

し
て
も
し
き
れ
な
い
」と
語
る
母

の
香か

お
り

さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
に「
常

に
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
」と
言
い
聞
か
せ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
教
え
の
と
お
り
、
兄
弟

は
輝
か
し
い
実
績
に
も
慢
心
す
る

こ
と
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
謙
虚
。

　
玖
君
の
将
来
の
夢
は
、
ハ
ー
フ

パ
イ
プ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に

な
る
こ
と
。
兄
弟
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
夢
に
向
か
っ
て
ひ
た
走
り
ま
す
。
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母と子の健康

保健師　定期駐在日
（時間８：30～17：15）

城崎振興局 毎週
火曜日竹野振興局

日高振興局
毎週
木曜日出石振興局

但東振興局

保健師による健康相
談を行います。
乳幼児から高齢者まで
誰でも、気軽に相談
してください。
※相談は、事前に連
絡してください。

※日高・出石地域の
乳幼児に関する相
談は、乳幼児健康
相談日を利用して
ください。

2

健康
増進課
☎24-1127

４か月児健康診査 ※対象となる生年月日を
　確認してください。　　

地域 日 曜日 受付時間 対　象
豊岡
城崎
竹野

12 金 13：00～14：00 平成27年９月23日～10月12日生

日高 ３ 水 13：00～13：30 平成27年９月７日～10月３日生
出石
但東 16 火 13：00～13：15 平成27年９月20日～10月16日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・健康診査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳食相談

７か月児健康診査 ※対象となる生年月日を
　確認してください。　　

地域 日 曜日 受付時間 対　象
豊岡
城崎
竹野

８
月 13：00～14：00

平成27年６月
10～27日生

22 平成27年６月28日
～７月15日生

日高 ３ 水 13：15～13：45 平成27年６月７日～７月３日生
出石
但東 16 火 13：15～13：30 平成27年６月20日～７月16日生
◇持ち物　母子手帳・バスタオル・ハンカチ・健康診

査アンケート
◇内　容　身体計測・内科診察・育児相談・離乳食相談・歯

科相談・ブックスタート（絵本の読み聞かせ）

1歳6か月児健康診査 
※対象となる生年月日を
　確認してください。　

地域 日 曜日 受付時間 対　象

豊岡
城崎
竹野

２
火 13：00～14：00

平成26年６月30日
～７月17日生

23 平成26年７月18日
～８月10日生

出石
但東 ３ 水 13：00～13：30 平成26年６・７月生

◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・コップ・バスタ
オル・健康診査アンケート

◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・育児
相談・歯科相談・フッ素塗布（希望者
500円）など

プレママ相談　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容
全域 ５、19 金 ９：00～11：00 妊娠届を提出する方 母子手帳交付・保健師・栄養士・歯科衛

生士の相談・妊婦健診助成の手続きなど
◇持ち物　妊娠届出書・印鑑・妊婦健診領収書・振込先口座の分かるもの
※日程に都合のつかない方は、健康増進課に問い合わせてください。

１才のすくすく広場　◇会場　豊岡市保健センター
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容
全域 18 木 13：00～13：15 平成27年１月生 幼児食の話・試食・歯みがきの話・栄

養相談（希望者）・歯科相談（希望者）
◇持ち物　母子手帳・歯ブラシ・質問票　◇健康・環境ポイント　100ポイント

乳幼児健康相談 ※城崎・竹野・但東地域の方は、保健師定期駐在日も利用してください。
日 曜日 受付時間 対象 会　場 内　容
12 金 10：00～11：00 乳幼児 日高健康福祉センター 身長・体重測定、保健師や栄養士による相談
◇持ち物　母子手帳・バスタオル

にこにこ教室（２歳児育児教室）
地域 日 曜日 受付時間 対　象 内　容
豊岡
城崎
竹野

25 木 13：00～13：30 平成25年10月15日～11月21日生
身体計測・歯科診察・フッ素
塗布（希望者500円）・歯科相
談・育児相談など日高 24 水 13：00～13：15 平成25年11・12月生

◇持ち物　母子手帳・タオル・歯ブラシ・相談票　◇健康・環境ポイント　100ポイント

3歳児健康診査 ※個別に通知します。
地域 日 曜日 受付時間 対　象
豊岡
城崎
竹野

９ 火 13：00～13：40 平成24年11月８～26日生

日高 17 水 13：00～13：30 平成24年11・12月生

◇持ち物　母子手帳・視聴覚アンケート・尿・健康診
査アンケート

◇内　容　身体計測・内科診察・歯科診察・尿検査・
育児相談・歯科相談・栄養相談など

※会場が記載されていない保健行事は、下記の各地域のセンターで開催します。
なお、別の会場で受診を希望する場合は､事前に健康増進課に連絡してください。
教室等 地域 豊  岡 城  崎 竹  野 日  高 出  石 但  東
教　室 にこにこ教室（２歳児）

豊岡市保健センター
（立野町12－12）

日高健康福祉
センター

（日高町祢布
891－2）

出石健康福祉
センター

（出石町福住
1302）

乳幼児
健　康
診　査

4 か 月 児 健 康 診 査
7 か 月 児 健 康 診 査
1歳６か月児健康診査
3 歳 児 健 康 診 査

月の保健行事

広報とよおか 2016（平成28）年1月号　 30



献　　血

健診結果相談会

地域 日 曜日 受付時間 会　場

豊岡 26 金 9：30～11：45 五荘地区公民館大浜分館13：00～15：30

日高 18 木 9：30～11：30 日高健康福祉センター
13：30～16：00 日高医療センター

出石 13 土 11：30～16：00 福住小学校

日 曜日 時間 会　場
９ 火 10：00～11：30 立野庁舎

「歩いて暮らすまちづくり」標語　優秀作品⑥

健康は　一歩一歩の　積み重ね玄さん

相　　談
名　　称 曜　日 相談時間 電　　話

もしもし電話健康相談 月～金 9：00～17：00 22-7700
但馬地域 小児救急医療電話相談 毎日 19：00～22：00 22-9

きゅうきゅうはは

988

兵庫県 小児救急医療電話相談 平日・土 18：00～24：00 ・プッシュ回線、携帯　♯
シャープハッセン

8000
・ダイヤル回線、IP電話  078-731-8

ははきゅうきゅう

899日・祝日 9：00～24：00

会　　　場 開催日 時　　間
竹野健康福祉センター　機能訓練室 24日（水）10：00～11：30
但東健康福祉センター　介護機器展示室 26日（金）10：00～11：30
◇内容　トレーニング機器を利用した、自主トレーニン
グのための講習会です。　◇対象　20歳以上の市民
◇定員　３人程度　◇申込み　健康増進課に電話
（21-9095）で申し込んでください。

トレーニング機器利用事前講習会

休日急病診療所 （立野町12-12）

診　療　日 受付時間 診療科目 電　話
７日（日）、11日（木・祝）、14日
（日）、21日（日）、28日（日）

9：30～11：30
13：00～16：30 内科・小児科 23-9219

楽
し
く
お
酒
を
飲
む
た
め
に

　
　
 
お
酒
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方

　

今
年
も
残
り
少
な
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
何
か
と
お

酒
を
飲
む
機
会
も
多
く
な
り
が
ち

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

程
よ
く
楽
し
む
こ
と
が
で
き
て

い
れ
ば「
酒
は
百
薬
の
長
」と
い
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
飲
み
方
を
間

違
え
る
と
健
康
を
害
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
お
酒
に
は
、
依
存
性

が
あ
り
、
習
慣
的
に
飲
ん
で
い
る

と「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
」に
な
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
飲
み
方
は
、
大
丈
夫

で
す
か
？

◆
こ
ん
な
飲
み
方
は
危
険
で
す
！

◇
量
や
飲
む
回
数
が
増
え
て
い
る
。

◇
不
安
や
憂ゆ

う

う
つ
な

　

気
持
ち
を
紛
ら
わ

　

す
た
め
に
飲
む
。

◇
眠
ろ
う
と
し
て
、
就
寝
前
に
飲

　

む
。

◆
お
酒
を
楽
し
む
た
め
の
工
夫

◇
適
量
飲
酒
を
心
掛

　

け
ま
し
ょ
う
。

◇
週
に
２
日
は
休
肝

　

日
！　

肝
臓
を
休

　

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

◇
食
事
と
一
緒
に
ゆ
っ
く
り
と
。

《
相
談
・
問
合
せ
》
健
康
増
進
課

　

☎
24
–
1
1
2
7

こ
こ
ろ
の
ケ
ア
相
談

　

何
と
な
く
や
る
気
が
で
な
い
、

眠
れ
な
い
、
涙
も
ろ
く
な
っ
た
な

ど
、
こ
こ
ろ
が
疲
れ
て
い
ま
せ
ん

か
?

　

ま
た
、
最
近
家
族
が
、
物
忘
れ

が
ひ
ど
く
な
っ
た
、
怒
り
っ
ぽ
く

な
っ
た
な
ど「
認
知
症
?
」「
ど
の

よ
う
に
対
応
し
た
ら
良
い
?
」と

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
?

◆
日
時　
1
月
14
日（
木
）午
後
1

　

時
30
分
〜
4
時
30
分（
1
人
45

　

分
程
度
）　

◆
場
所　
立
野
庁
舎

◆
対
象　
本
人
や
家
族
な
ど

◆
担
当
医
師　
精
神
科
医
師　

高

　

石
俊し

ゅ
ん

一い
ち

さ
ん

※
事
前
申
込
み
必
要

※
個
人
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

《
申
込
み
・
問
合
せ
》
健
康
増
進

　

課
☎
24
–
1
1
2
7

アルコールの適量って？
節度ある適度な飲酒

（「健康日本21｣）の例
《種類と１日平均量》

お酒の種類 １日
平均量

日本酒 １合弱
ビール 中瓶１本

焼酎（25 度） 100ml
ワイン 200ml

"はつらつチャレンジ塾"
体験会参加者募集！

　｢はつらつチャレンジ塾｣が
どのような運動教室か、気軽
に体験できるチャンスです。
◆日時　１月26日（火）午後１

時30分～３時30分
◆場所　立野庁舎　多目的ホ

ール
◆内容　運動体験（教室で実

施する体操）▽体力チェッ
ク▽「はつらつチャレンジ
塾｣の紹介

◆対象　65歳以上の市民
◆定員　50人程度
◆申込期限　１月22日（金）

はつらつチャレンジ塾とは
　ウェルストーク豊岡の設
備を活用した、高齢者向け
の運動教室です。
◆全24回のコース
　（毎週１回×６カ月間）
◆月額1,000円
◆健康・環境ポイント　

500ポイント/月
※教室の詳細、次期教室（４

月スタート）の参加者募
集は、広報とよおか２月
号に掲載予定

《申込み・問合せ》健康増進課
　☎21-9095 FAX24-9605
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1月の行事予定1月の行事予定 乳 0 ～ 2 歳　幼 3～ 5歳　児 6歳～
中中学生　　高高校生　　般一般

日 曜日 時間 場所 行事名
１ 金 休館日
２ 土 休館日
３ 日 休館日
４ 月 休館日（図書整理日）
５ 火 休館日

６ 水
10：30 竹野 にじっこ絵本（竹野子育てセンター）　乳 幼

10：30 出石 えほんのとびら（出石子育てセンター）　乳 幼

11：00 本館 おはなしのゆりかご　乳

７ 木 11：00 城崎 ほっぺとえほん　乳 幼

８ 金

９ 土

10：10 本館 土曜としょかん（工作：パクパクおしし）　幼 児

10：30 城崎 おはなしランド（工作：おさるさんのくるくるごま）　幼 児

10：30 竹野 テーマであそぼ｢ウッキッキー・さるですよ！」
（工作：木登りおさる）　幼 児

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

10：30 但東 おはなしのもり（季節の工作）　幼 児

10 日
11 月 休館日
12 火 休館日　城崎分館特別図書整理日（～14日まで）
13 水 14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

14 木
15 金 10：30 但東 えほんはともだち（但東子育てセンター）　乳 幼

16 土
13：30 本館 としょかん映画会｢巴里のアメリカ人｣（1951年･113分）　般

14：00 竹野 新春かるた大会（竹野地区公民館多目的ホール）　幼 児 中 般

17 日 13：30 本館 としょかん映画会｢巴里のアメリカ人｣（1951年・113分）　般

18 月 竹野分館特別図書整理日（～20日まで）
19 火 休館日

20 水 ９：40 豊岡 おはなしのゆりかご（市民プラザほっとステージ）　乳

21 木 10：30 日高 絵本の読み聞かせの会（日高子育てセンター）　乳 幼

22 金

23 土

10：10 本館 読み聞かせ勉強会　般

10：30 竹野 おはなしミッケ！　幼 児

10：30 日高 絵本からのおくりもの　幼 児

14：00 本館 おはなし会　幼 児

24 日 14：00 出石 としょかん・くらぶ　児

25 月 日高分館特別図書整理日（～27日まで）
26 火 休館日
27 水 14：00 本館 いっしょにおはなし会　幼

28 木 10：30 城崎 ほっぺとえほん（城崎子育てセンター）　乳 幼

10：30 出石 えほんのとびら　乳 幼

29 金 休館日（図書整理日）
30 土
31 日

レッツゴー図書館
本館　☎23-6151
（京町５-28）
城崎　☎21-9072
（城崎庁舎２階）
竹野　☎21-9078
（竹野庁舎３階）
日高　☎21-9060
（日高庁舎１階）
出石　☎21-9010
（出石庁舎１階）
但東　☎21-9036
（但東市民センター１階）

■図書館の資料はホームページから検索・予約できます。
　http://lib.city.toyooka.lg.jp　　　メールアドレスtoyolib@city.toyooka.lg.jp
■開館時間　午前10時～午後６時　※本館（金・土）午前10時～午後７時

竹野分館
 
日時　１月16日（土）午後２時～
場所　竹野地区公民館　多目的

ホール（竹野庁舎　２階）
内容　第一部　かるた大会
　　　第二部　百人一首大会
対象　幼稚園以上
申込期限　１月13日（水）
《問合せ》図書館竹野分館
　☎21-9078

　蔵書点検や書架整理などの館
内整備を行うため、以下のとお
り休館します。
　期間中の図書返却は、ブック
ポストまたは整理期間外の図書
館を利用してください。
城崎分館 １月12日（火）～14日（木）
竹野分館 １月18日（月）～20日（水）
日高分館 １月25日（月）～27日（水）
出石分館 ２月１日（月）～３日（水）
本館 ２月８日（月）～17日（水）

但東分館 ２月22日（月）～24日（水）
※１月11日（月）・２月11日（木）
は祝日のため、１月29日（金）・
２月29日（月）は通常の図書整
理日のため全館休館します。

《問合せ》図書館本館☎23-6151

第10回新春かるた大会

特別図書整理による休館
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子育てセンターでは、子育て中の保護者を応援するためのいろいろな活動をしています。
下記事業には、地域以外の方でも参加できます。
※場所の表示がない活動は、各センターで行います。
※持ち物のないものは申込時に確認してください。

子育て総合センター　☎24-4604
（JR豊岡駅前アイティ7階）火曜日休館

出石子育てセンター　☎52-6188
（出石庁舎1階）日・月曜日休館

但東子育てセンター　☎21-9079
（但東市民センター）日・月曜日休館

城崎子育てセンター　☎32-4666
（城崎庁舎2階）日・月曜日休館

日高子育てセンター　☎42-4610
（日高庁舎3階）月・第1土・第1以外の日曜日休館

おやこっこクッキングⅡ　子育て学習室

ママとパパ　夫婦で子育ち＆親育ち講座　練習室

日　時 20日（水）午前10時30分～11時30分
申込開始 ６日（水）
対　象 乳幼児と保護者　15組
内　容 身近な材料を使って、節分の豆入れ作り

日　時 15日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 ２歳くらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 保健師のミニ講話、相談、親子遊び、交流、計測
持ち物 母子手帳

日　時 ２月５日（金）午後１時30分～３時30分 申込開始 25日（月）
対　象 ３歳以上の幼児と保護者　15組
内　容 簡単押し寿司を作ろう 参加費 １組200円

日　時 31日（日）午前10時～正午 申込開始 18日（月）
対　象 子育て中の両親　10組（一時保育15人）
内　容 子育ては仕事ではない　夫婦でできる役割分担
講　師 子育て総合センター所長　永田由紀（臨床発達心理士）

パパと遊ぼうＤＡＹ！

おでかけ広場　八代地区公民館

なかよし広場

節分グッズ作り

なかよし広場
日　時 ２月10日（水）午後１時30分～２時45分
申込開始 28日（木）
対　象 ６カ月～１歳６カ月の乳幼児と保護者　25組
内　容 手遊び＆ふれあい遊び、お母さん同士の交流

日　時 22日（金）午後１時30分～３時30分
申込開始 13日（水）
対　象 子育て中の保護者　20人（一時保育15人）
内　容 子どもの言い分（子どもの言い訳に耳を傾けよう）

日　時 24日（日）午前10時～11時15分
申込開始 14日（木）
対　象 ２歳以上の幼児とその保護者　20組
内　容 運動遊び指導員による親子運動遊び

日　時 13日（水）午前10時30分～11時15分
申込期限 12日（火）
対　象 乳幼児と保護者　50人
内　容 パネルシアター、ブラックシアター

手遊び＆ふれあい遊び講座　子育て学習室

１月の子育ち＆親育ち講座　豊岡市民プラザ　練習室

パパと遊ぼうデー おやこっこ運動遊び　子育て学習室

わくわくパネルシアター　城崎庁舎１階　集会室

運動遊び

日　時 13日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 ペープサート、絵本の読み聞かせ、紙芝居、手遊び　ほか

日　時 23日（土）午前10時15分～午後１時30分
申込期限 20日（水）
対　象 乳幼児とその家族　40組
内　容 こま回し、羽根つき、お手玉遊び、福笑い、かるた、わらべ歌
参加費 昼食代として１食につき150円

日　時 13日（水）午前10時30分～11時
対　象 乳幼児と保護者
内　容 手遊び、ふれあい遊び、絵本の読み聞かせ　ほか

つどいの広場/1月
←最新情報は
　こちらから

日　時 14日（木）午後１時30分～３時30分
申込開始 ４日（月）
対　象 子育て中の保護者　10人
内　容 牛乳パックでイスを作ろう！

日　時 15日（金）午後１時30分～２時45分
申込開始 ６日（水）
対　象 ４カ月～１歳までの乳児と保護者　20人
内　容 ベビーマッサージ、スキンシップの話、参加者の交流
講　師 ベビーマッサージインストラクター　土生田尚子さん

日　時 20日（水）午前９時30分～11時30分
対　象 ３歳ぐらいまでの乳幼児と保護者、妊婦
内　容 自由遊び、読み聞かせ、計測、子育て相談、本の貸出・返却
スタッフ 保健師、看護師（助産師）、保育士、図書館司書、児童図書ボランティア

日　時
①ほっとたいむ ４日（月）、28日（木）午前11時～
②わらべうた遊び ６日（水）午前11時～
③おやこふれあいたいむ 21日（木）午前10時30分～

対　象 乳幼児と保護者
場　所 ふれあい広場
内　容 ①唱歌や童謡を歌う　②わらべうたやいろいろな遊び　③紙芝居やいろいろな遊び

日　時 13日（水）、18日（月）、27日（水）、28日（木）　午後１時30分～
25日（月）午前10時15分～11時30分　※前日までに申込み

対　象 乳幼児と保護者
内　容 雪遊び（雪玉遊び、そり遊び　ほか）

日　時 20日（水）午後１時30分～２時30分
申込開始 ８日（金）
対　象 ３歳以上の幼児と保護者　15組
内　容 カスタネット・フープを使ったリズム遊び、ダンスなど

お母さんの手作り広場Ⅱ　子育て学習室

ほっとたいむ＆わらべうた遊び＆おやこふれあいたいむ

ゆきあそび広場　しばっこ広場

ベビーマッサージ講座　子育て学習室

なかよし広場　子育て学習室

おやこっこリズム遊び　子育て学習室

にこにこひろば

伝承遊び　出石子育てセンターおよび弘道地区公民館

みんなであそぼう！

日　時 ９日（土）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　※家族みんなで来てください
内　容 運動遊び指導員による親子運動遊び

日　時 20日（水）午前10時15分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 手作りおもちゃ、ミニシアター、ダンスほか

日　時 28日（木）午前10時30分～11時30分
対　象 １歳までくらいの乳児と保護者、妊婦
内　容 保健師ミニ講話～けが、事故予防の話～、計測、個別相談

日　時 12日（火）午前10時～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 季節の歌やなつかしい童謡、唱歌を歌う、福笑い

日　時 29日（金）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者
内　容 いろいろコーナー遊び、いろいろゲームほか

日　時 19日（火）午前10時30分～11時30分
対　象 乳幼児と保護者　※家族みんなで来てください
内　容 運動遊び指導員による親子運動遊び

日　時 13日（水）午前10時～正午
対　象 １歳までくらいの乳児と保護者、妊婦
内　容 保健師ミニ講話、計測、赤ちゃん体操、乾布摩擦、ママの体操
持ち物 ハンドタオル、バスタオル、飲み物

わいわいコーラス＆お正月あそび

おでかけ広場　城崎地区公民館　多目的ホール

なかよし広場

竹野子育てセンター　☎47-2030
（竹野町和田）月曜日休館
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平成27年11月30日現在（前月比）

豊岡市の人口
〔住民基本台帳（日本人＋外国人）〕

JANUARY
内　　容 日・曜日 時　　間 場　　所 問　合　せ 電　　話

人 権 相 談 13日（水）13：30～16：00 豊岡健康福祉センター（城南町）生涯学習課 23－0341日高農村環境改善センター

行 政 相 談

 8 日（金）13：30～15：30 城崎庁舎

秘書広報課 23－1114
 9 日（土）10：00～11：30 豊岡健康福祉センター（城南町）
13日（水）

13：30～15：30
日高農村環境改善センター

14日（木） 出石庁舎
21日（木） 但東健康福祉センター

身 体 障 害 者 相 談  6 日（水）13：00～16：00

豊岡健康福祉センター（城南町）

社会福祉課 24－7033

20日（水）
身 体 障 害 者
（視覚障害者）相談 22日（金）13：00～16：00
身 体 障 害 者
（聴覚障害者）相談 27日（水）13：00～16：00
知 的 障 害 者 相 談 12日（火） 9：00～11：00 立野庁舎

精神保健福祉相談
14日（木）

9：00～11：00
竹野庁舎

21日（木） 日高健康福祉センター
28日（木） 但東健康福祉センター

心 配 ご と 相 談

毎週月～金
（法律相談日を除く） 13：00～16：00 豊岡健康福祉センター（城南町）豊

岡

市

社

会

福

祉

協

議

会

本所・豊岡地区センター 24－7311

 7 日（木）
21日（木）

13：30～16：00

城崎健康福祉センター 城崎地区センター 32－4503
出石健康福祉センター 出石地区センター 52－3024
但東健康福祉センター 但東地区センター 54－0181

12日（火）
25日（月） 日高健康福祉センター 日高地区センター 42－0100

20日（水） 竹野南地区公民館 竹野地区センター 47－1423

結 婚 相 談

 6 日（水）
20日（水）

13：30～16：00
出石健康福祉センター 出石地区センター 52－3024

 7 日（木） 但東健康福祉センター 但東地区センター 54－0181
 8 日（金） 竹野南地区公民館 竹野地区センター 47－1423
 8 日（金）
22日（金）13：00～16：00 豊岡健康福祉センター(城南町) 本所・豊岡地区センター 23－2573

12日（火）
25日（月）13：30～16：00 日高健康福祉センター 日高地区センター 42－0100

法 律 相 談
（予約受付12/24（木）、8：30～）
（先着8人・電話予約のみ）

 5 日(火) 13：00～16：00 豊岡健康福祉センター(城南町) 本所・豊岡地区センター 23－2573

不 登 校 相 談
毎週月～金 9：00～17：00 豊岡健康福祉センター(城南町) こども支援センター 24－8303発達にかかわる相談

子 育 て 家 庭 相 談
農 家 相 談  5 日（火）13：30～16：00 市役所農業委員会 農業委員会事務局 21－9021
職 業 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 ハローワーク豊岡 ハローワーク豊岡 23－3101
Uターン就職相談 毎週月～金 8：30～17：15 市役所エコバレー推進課 ジョブ・サポ豊岡（無料職業紹介所） 21－9008
も の づ く り 相 談 毎週月～金 8：30～17：15 ものづくり支援センター 21－9024
事業所対象金融相談 毎週月～金 9：00～17：00 兵庫県信用保証協会但馬支所 金融相談窓口 22－5171
若 者 の 就 労 支 援 毎週月～金 10：00～16：00 若者サポートステーション豊岡 若者サポートステーション豊岡 34－6333
消 費 生 活 相 談 毎週月～金 9：00～16：00 市役所生活環境課 くらしの相談室 21－9001
外 国 人 生 活 相 談
Advisory Service 毎週月～金 9：00～16：00 市役所秘書広報課 秘書広報課 23－1114

エイズ・肝炎検査 要
予
約

12日（火）
26日（火） 9：15～11：15 兵庫県豊岡総合庁舎豊岡健康福祉事務所

豊岡健康福祉事務所
健康管理課 26－3660

こころのケア相談 18日（月）13：30～16：30 兵庫県豊岡総合庁舎豊岡健康福祉事務所
豊岡健康福祉事務所
地域保健課 26－3672

市 民 健 康 相 談 12日（火）10：00～11：30 立野庁舎 健康増進課 24－1127

※
毎
週
の
相
談
日
は
、祝
日
、年
始
を
除
く

1月の主な相談

合　計 男　性 女　性 世帯数
84,880人（－89人） 40,765人（－41人） 44,115人（－48人） 32,918世帯（－11世帯）
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1月の主な行事
JANUARY

より詳しい情報は
こちらから

17（日）田んぼの学校（９：30～ コウノトリ文化館）
体験教室｢香木を調合して“におい袋”を作
ろう｣（10：00～11：00 市立歴史博物館）

18（月）東京文化会館　新作公演『ON-MYAKU20 
16』公開リハーサル

（18：00～ 城崎国際アートセンター）

19（火）運動遊び
（10：30～11：30 竹野子育てセンター）

20（水）なかよし広場
（９：30～ 子育て総合センター）

21（木）絵本の読み聞かせの会
（10：30～11：00 日高子育てセンター）

全日本B級公認オクカンナベカップ、31ア
イスクリーム＆マックアースカップオクカ
ンナベ大会（奥神鍋スキー場、～22日）

22（金）えほんはともだち
（10：30～11：00 但東子育てセンター）

全国児童・青少年演劇協議会｢児童演劇わ
いわいスクール｣（城崎国際アートセンタ
ー、～24日）

23（土）NOMOベースボールクラブ野球教室
（９：30～11：30 本庁舎）

竹野人権学習のつどい
（13：30～15：00 竹野庁舎）

24（日）カバストマルシェ
（10：00～16：00 宵田商店街）

新春ファミリー音楽祭
（14：00～ 豊岡市民プラザ）

25（月）近畿高校スキー選手権大会
（奥神鍋スキー場、～26日）

26（火）
27（水）
28（木）絵本の読み聞かせ

（10：30～11：00 城崎子育てセンター）

29（金）
30（土）人権　音楽とお話のつどい

（13：30～15：00 豊岡市民プラザ）

31（日）NOMOベースボールクラブ野球教室
（９：30～11：30 市民体育館）

ひ
と
り
ご
と

1（金）元日新春酒湯（11：00～21：00 神鍋温泉ゆとろ
ぎ、～３日）

2（土）
3（日）コウノトリ文化館新春特別開館（９：00～17：00 コウノトリ文化館、～４日）

4（月）豊岡市賀詞交換会（11：00～ 本庁舎）
5（火）
6（水）にじっこ絵本（10：30～11：00 竹野子育てセンター）

えほんのとびら
（10：30～11：00 出石子育てセンター）

お正月遊びを楽しもう
（10：30～11：30 但東子育てセンター）

7（木）城崎消防団出初式（10：00～ 城崎庁舎、大谿川）

8（金）
9（土）消防本部出初式（10：00～ 消防本部）パパと遊ぼうDAY！

（10：30～11：30 日高子育てセンター）
プラザ寄席『ふれ愛亭』

（14：00～ 豊岡市民プラザ）

10（日）豊岡消防団出初式（９：00～ 市民体育館、中央駐車場）
竹野消防団出初式（９：00～ 竹野中学校）
但東消防団出初式（９：30～ 但東市民セン
ター、但東庁舎前駐車場）
豊岡市成人式（13：30～ 市民会館）
宵田の十日恵比寿まつり

（日高町宵田 西宮神社）

11（月）成人の日田ノ口賽の神まつり（大わらじ・大ぞうり
奉納）（８：00～12：00 日高町田ノ口）
出石消防団出初式

（９：30～ ひぼこホール周辺）

12（火）わいわいコーラス＆お正月あそび（10：00～11：30 竹野子育てセンター）

13（水）豊岡ノーマイカーデー（市内全域）
14（木）
15（金）
16（土）

▼
子
ど
も
の
頃
、
正
月
の
朝
が
好
き

で
し
た
。
新
し
い
服
、ご
ち
そ
う
、お

年
玉
…
。
新
年
は
い
つ
も
特
別
で

清
々
し
い
も
の
で
し
た
。
母
で
妻
で

嫁
の
今
、
気
持
ち
の
良
い
新
年
は
、

年
末
の
努
力
の
向
こ
う
で
す
。
大
掃

除
は
ほ
ど
ほ
ど
に
、
良
い
お
年
を 

Ⓘ

市の鳥｢コウノトリ｣ 市の両生類｢オオサンショウウオ｣ 市の石｢玄武岩｣ 市の木｢やなぎ｣ 市の花｢チューリップ｣ 市の魚介｢カニ｣
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　今年、小学校の最高学年
６年生になります。最高学
年として、低学年の見本と
なるように、自分をもっと
強くしていきたいです。ピ
アノやバレーボール、学校での金管バンドクラ
ブでも、一生懸命に頑張ります。

低学年の見本となる存在に
　　 上

うえ

坂
さか

　愛
あい

さん
（日高町上石）
（平成16年生まれ）

　僕は１年生から、バスケッ
トボールを頑張っています。
今年は、最高学年になるた
め、同級生と力を合わせな
がら後輩の手本となるよう
努力し、チームのみんなで勝った時のうれしさ
を共感したいです。

仲間と共に頑張る年に
　　福

ふく

田
だ

拓
たく

海
み

さん
（竹野町竹野）

（平成16年生まれ）

　事業所を開業して今年で
７年目。振り返れば多くの
方々との出会いと、家族の
支えがあって今までやって
こられたのだと実感してい
ます。当たり前のことを当たり前と思わず、日々
感謝の気持ちを忘れずに邁

ま い

進
し ん

していきます。

感恩報謝
　　 土

ど

肥
ひ

　健
けん

さん
（大谷）

（昭和55年生まれ）
　昨年は自分にとって、とて
も変化の多い１年でした。特
に仕事面では、３年目という
こともあり大分度胸がついた
かな？と思います。でも…年
中仕事仕事の印象だったので、来年は仕事と遊び
をもっと上手に両立したいな…笑

仕事と遊びの両立を
　　 長

は

谷
せ

川
がわ

里
り

奈
な

さん
（日高町祢布）

（平成４年生まれ）

　気持ちはまだまだ若いつ
もりでいましたが、人に助
けられ、教えてもらい過ご
したアッという間の60年で
した。今後も健康第一に、
人の役に立てるよう、１日１日を悔いのないよ
う大切に日々努力・精進したいと思います。

１日１日を大切に
　　 宮

みや

垣
がき

博
ひろ

文
ふみ

さん
（但東町中山）
（昭和31年生まれ）

　健康には自信のあった私
ですが、昨年に病気をしま
した。その時の家族や友人な
ど、たくさんの方の心遣いに
とても感謝したことを思い
出します。今年も感謝の気持ちを忘れずに、健康
に気を付けて、笑顔で過ごせるようにしたいです。

笑顔で過ごせる１年に
　　 小

こ

浜
はま

真
ま

利
り

子
こ

さん
（出石町鍛冶屋）
（昭和43年生まれ）

　病院通いが増えましたが、
食生活に気を付けたり、ラジ
オ体操を続けたいです。ま
た、図書館に通って、物知り
になりたいです。イベント
にできるだけ参加して、大勢の人と交流を深め、
楽しくて意義のある人生を送りたいと思います。

楽しくて意義のある人生を
　　 和

わ

田
だ

垣
がき

正
まさ

子
こ

さん
（泉町）

（昭和19年生まれ）
　１日の始まりは朝５時起
床のウォーキングとお日様
への合掌。晴耕雨読ならぬ忙
耕暇読にて、山積する本を読
み、ＣＤを聞くのが日々の楽
しみ。図書館運営協議会委員として、多くの皆
さんが図書館に足を運ばれることを願ってます。

本に囲まれて
　　 結

ゆう

城
き

紘
こう

一
いち

さん
（城崎町湯島）

（昭和19年生まれ）

2016年  申
さ る

年
謹賀新年

　年男・年女の方々に新年の抱負を
語っていただきました。
　皆さんにとって良い年になります
ように…。


